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ং

　平成17年にچ 5町村が合ซし஀生した安曇野市は、本年10月をもって

合ซ10प年をܴえま͢。一方、ۙ年は遺跡内での個人住宅新築などの݅

数が૿Ճして͓り、これらに伴う工事にࡍして行って͖た発掘調査౳に

より、安曇野市の地中に຾っている歴史がগしͣͭඥղかれていま͢。

　本書では、平成25年度に実施されたࢼ掘・工事ཱ会౳の調査及び平成

14・15年度の史跡整備事業のࡍに実施した上原古墳（穂高古墳群G 1号

墳）調査成果をまとめました。

　特に上原古墳にͭいては、昭和 5年に発ݟされてҎདྷ、平成10年の調

査を経て今日まで墳丘や石室に関͢るৄࡉな記録が公開されていません

でしたが、今回、本書に実測図を掲載͢ることがで͖ました。遺物にͭ

いては、出土した須恵器ྨ及び金属製品౳を整理し報告していま͢。こ

のうち金属製品にͭいては、保存処理業຿のաఔで金ுりやۜுりの馬

具が֬ೝされました。このことから、上原古墳のඃ葬者が高い地Ґを࣋

っていたのではないかとਪ測されま͢。ݱ在、上原古墳は公Ԃとして整

備されていま͢ので、たくさんのօ༷に訪れていた͚ͩれ͹幸ਙに存͡

ま͢。ซせて、今後も貴ॏな埋蔵文化財がదਖ਼に保護されていくことを

。っていま͢ئ

後になりま͢が、本書をまとめるにあたり多くのօ༷、ॾ機関に͝࠷　

協ྗと͝ࢦಋをࣀりました。この場をかりて、ްくྱޚਃし上͛ま͢。

本書掲載の調査成果が多くの市民に׆用され、޿く安曇野の歴史・文化

ղ明に໾ཱͭことをف念しংとさせていた͖ͩま͢。

平成27年（2015） 3 月

安曇野市教育委員会
教育長　橋渡　勝也



ݴ　　ྫ

1 　本書は長
なが

野
の

県
けん

安
あづ み

曇野
の

市
し

で平成25年度に実施された埋蔵文化財保護事業及び平成13～15年度に実施し

た穂
ほ

高
たか

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

G 1 号
ごう

墳
ふん

（上
うえ

原
はら

古
こ

墳
ふん

）（Ҏ下、「上原古墳」と͢る。）第 3次・第 4次発掘調査の報告

書である。

2　本書掲載の調査は、安曇野市教育委員会及びچ穂高町教育委員会が実施した。調査ମ੍は֤章のと

͓りである。

3　本書の編集は安曇野市教育委員会事຿ہが行った。ࣥච・編集は山下泰永、土屋和章が担౰した。

4　本書で࢖用した主なҾ用・ࢀ考文ݙは巻຤に一ׅして掲載した。

5　本書掲載の調査に関͢る出土遺物及び事຿書ྨ、記録ྨは安曇野市教育委員会が保؅している。

6　調査全ൠにわたりҎ下の方々から͝ࢦಋ・͝協ྗいた͖ͩました。記してँײいたしま͢。（ܟশ

（Իॱेޒ・ུ

　　安曇野市豊科ڷ土ത物館、大澤　ܚ఩、桐原　健、ॏ野　昭ໜ、長野県教育委員会、ാ　大հ、

藤澤　明、ඦ੉　新࣏、৿　ٛ௚、山田　ਅ一、（公財）山ས文化財研究所

ຌ　　ྫ

1 　本書では、平成17年10月 1 日の町村合ซより前のچ郡名・چ町村名にͭいて「چ」をলུし、「南

安曇郡」、「穂高町」のように表記した。

2　穂高古墳群のݺশにͭいては学史的に有明古墳群や西穂高古墳群といった֓念もあるが、本書では

穂高町域に存在͢る古墳群及び୯ಠ墳を穂高古墳群としてଊえる。ৄࡉは第 2章に記した。

3　発掘調査及び整理作業にࡍし、遺跡ུ号として遺跡名のΞϧϑΝϕοτを遺物஫記౳に࢖用した。

　　上原古墳ɿ6,

4 　遺構・遺物の๏ྔの表ࣔで、࢒存箇所のみをܭ測した場合は（　　　）でࣔした。

5　本書実測図で遺物は次のように表ݱした。また、ॖईは֤図にࣔした。

　　土ࢣ器ɿஅ面ແ地　　須恵器ɿஅ面ࠇృ　　ࠇ৭処理ɿτーン（ബ）　灰釉陶器ɿஅ面τーン

6　土૚の৭調は೶ྛ水産ল೶ྛ水産ٕज़会ٞ事຿؂ہम『新版　ඪ४土৭帖』に४͡た。
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第 1章　平成25年度埋蔵文化財保護事業

─ � ─

第 1 章　ฏ੒2ü೥౓ຒଂจԽࡒอۀࣄޢ

1 　ຒଂจԽࡒอࣄޢ業の概要

ͷମ੍ہ຿ࣄ

　平成25年度の安曇野市に͓͚る埋蔵文化財保護事業は、教育委員会事຿ہ文化՝文化財保護係が担౰

した。ମ੍は次のと͓りである。

事຿ہ　安曇野市教育委員会事຿ہ　文化՝

　　　　三澤　良彦（文化՝長）、山下　泰永（文化財保護係長）

　　　　ҳݟ　大ޛ、土屋　和章、ؙ山　ޒ月（Ҏ上、文化財保護係）

஍ཧతڥ؀ͱҨ੻ͷཱ஍

　安曇野市は平成17年（2005）10月 1 日に豊
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山຺、東は筑
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山地にғまれる。松

本ຍ地は構造ੑのຍ地で、ԑล部から流れるෳ数の河川がӡൖしたଯ積物により形成されている。

　安曇野市内に所在͢る遺跡はݱ在約400箇所がप஌の埋蔵文化財แ蔵地となって͓り、֬ೝされてい

る時代としてはೄ文時代ૣ期からݱ代にࢸる。ೄ文時代の遺跡は、主として北Ξϧϓス山࿢のઔঢ়地ઔ

௖෇ۙ及びࡄ川Ҏ東の河؛ஈ丘上に多くཱ地して͓り、աڈの調査からはೄ文中期にོ੝をۃめたこと

がわかる。໻生時代になると遺跡数はݮগし、集མのཱ地もઔঢ়地ઔ୺へҠる。生業形ଶのม化が遺跡

ཱ地のม化にӨڹしているՄೳੑがあり、この集མཱ地は基本的にݱ代まで౿ऻされている。安曇野市

では前・中期の古墳はݱ在までに֬ೝされて͓らͣ、後期の群集墳が北Ξϧϓス山࿢や明科地域に分布

͢る。ಸ良時代Ҏ߱は、前代までのཱ地を౿ऻ͢るようにࡄ川Ҏ西のઔ୺とࡄ川Ҏ東の河؛ஈ丘上に集

མが営まれるなか、明科地域では明科ഇ寺とݺশされる古代寺院の存在が֬ೝされている。また、豊科

田沢の山間部一ଳからྡ接͢る松本市域にか͚て須恵器༼群が築かれている。

ฏ੒ùü೥౓ͷ֓ཁ

　平成25年度の安曇野市に͓͚る発掘調査౳の一ཡは第 1表のと͓りで全84݅であった。このうち安曇

野市教育委員会が主ମとなって実施した発掘調査౳は合83݅ܭで、内༁は発掘調査 、掘調査10݅ࢼ、0݅

工事ཱ会70݅、৻ॏ工事 3݅となっている。それぞれのҐஔは第 1図にࣔ͢。ࢼ掘調査の֓要は次項で

औり上͛た。

　また、安曇野市教育委員会が調査主ମとなった埋蔵文化財保護事業のほかには、國學院大學文学部考

古学研究室によって穂高古墳群' 9号墳の学ज़発掘が実施されている（吉田他編2014）。
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ୈ 1図　平੒25年౓ൃ۷調査౳位置図（北部）
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ୈ 2図　平੒25年౓ൃ۷調査౳位置図（南部）
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ୈ 1ද　平੒25年౓ൃ۷調査౳Ұཡ

No. 調査 遺跡 所在地 工事目的౳ 調査日@自 調査日@ࢸ 調査主ମ

˔ 1 工事ཱ会 ౳々ྗ町ۊ上ۊ下遺跡 穂高4651番 1 その他開発 20130401 20130401 市教委

˔ 2 工事ཱ会 三ப神社東遺跡 三ڷ明੝4712番 8 個人住宅 20130409 20130409 市教委

˔ 3 工事ཱ会 上手木戸遺跡 豊科南穂高148番 8 ֎ 2 ච ళฮ 20130425 20130425 市教委

˔ 4 工事ཱ会 中৚遺跡 明科光680番 1 個人住宅 20130425 20130425 市教委

˙ 5 掘調査ࢼ 野ล沢遺跡 穂高有明7255番 3 その他の建物 20130508 20130508 市教委

˛ 6 ৻ॏ工事 古ӛࢯ館跡 穂高有明6156番ઌ֎ 道路 20130510 20130510 市教委

˛ 7 ৻ॏ工事 小岩ባ下木戸遺跡 穂高有明1864番ઌ֎ 道路 20130510 20130510 市教委

˔ 8 工事ཱ会 上手木戸遺跡 豊科南穂高166番 1 ֎ 2 ච 宅地造成 20130523 20130523 市教委

˔ 9 工事ཱ会 町田遺跡 豊科田沢4591番 1 個人住宅 20130601 20130601 市教委

˔10 工事ཱ会 上ڷ遺跡 明科中川手3570番 1 ֎ 2 ච 個人住宅 20130603 20130603 市教委

˔11 工事ཱ会 山中఼屋敷 明科東川手12804番֎ 道路 20130607 20130607 市教委

˔12 工事ཱ会 ӫ町遺跡 明科中川手6824番֎ 道路 20130611 20130621 市教委

˔13 工事ཱ会 みどりヶ丘遺跡 明科七貴7222番39 個人住宅 20130607 20130625 市教委

˔14 工事ཱ会 ീπޱ遺跡 穂高柏原1587番 1 ֎ 2 ච 宅地造成 20130701 20130701 市教委

˔15 工事ཱ会 馬場街道遺跡 穂高745番 1 その他の建物 20130712 20130712 市教委

˔16 工事ཱ会 馬場街道遺跡 穂高843番 1 ֎ 2 ච ళฮ 20130711 20130716 市教委

˙17 掘調査ࢼ 潮神明宮前遺跡 明科東川手536番 2 個人住宅 20130716 20130716 市教委

˔18 工事ཱ会 町田遺跡 豊科田沢4642番 3 ֎ 6 ච 個人住宅 20130717 20130717 市教委

˔19 工事ཱ会 ेฌӴ屋敷遺跡 堀金ӊ川4768番 2 その他の建物 20130722 20130722 市教委

˔20 工事ཱ会 矢原ݱݖ஑遺跡 穂高1351番 1 個人住宅 20130726 20130726 市教委

˔21 工事ཱ会 ਖ਼ౡ遺跡 穂高1115番 6 ֎ 2 ච 個人住宅 20130801 20130801 市教委

˔22 工事ཱ会 ӫ町遺跡 明科中川手6824番 1 ઌ他 道路 20121205 20130805 市教委

˔23 工事ཱ会 塚原遺跡 穂高柏原3759番 3 個人住宅 20130626 20130805 市教委

˔24 工事ཱ会 成૬ࢯ館跡 豊科1907番18֎ 2 ච 個人住宅 20130807 20130807 市教委

˙25 掘調査ࢼ 遺跡֎ 堀金ӊ川1083番 1 ֎ ೶業基盤整備事業 20130807 20130808 市教委

˘26 発掘調査 穂高古墳群' 9号墳 穂高柏原3653番 学ज़研究 20130803 20130812 國學院大學

˔27 工事ཱ会 本町遺跡 明科中川手3921番 3 個人住宅 20130816 20130816 市教委

˔28 工事ཱ会 天平遺跡 明科光2621番 Ψス・水道・電ؾ౳ 20130808 20130823 市教委

˔29 工事ཱ会 新ྛ遺跡 穂高຀1898番14ઌ֎ その他開発 20130827 20130827 市教委

˔30 工事ཱ会 北࠽の神遺跡 穂高2823番 1 個人住宅 20130827 20130827 市教委

˔31 工事ཱ会 馬場街道遺跡 穂高742番෇ۙ 道路 20130904 20130904 市教委

˔32 工事ཱ会 南原遺跡 穂高9303番 個人住宅 20130918 20130918 市教委

˔33 工事ཱ会 小岩ባ下木戸遺跡 穂高有明275番ઌ֎ その他開発 20130924 20130924 市教委

˛34 ৻ॏ工事 中沢遺跡 三ڷ小૔1588番 1 公Ԃ造成 20131004 20131004 市教委

˙35 掘調査ࢼ 藤塚遺跡 穂高2467番 4 ֎ 1 ච 集合住宅 20131008 20131008 市教委

˔36 工事ཱ会 ԃ下遺跡 穂高຀158番 3 ઌ֎ その他開発 20131010 20131010 市教委

˔37 工事ཱ会 県町遺跡 明科中川手3958番 2 ઌ֎ 道路 20131015 20131015 市教委

˔38 工事ཱ会 有明ۊ上遺跡 穂高有明8161番 4 ઌ֎ その他開発 20131022 20131022 市教委

˔39 工事ཱ会 やし͖遺跡 明科七貴6178番֎ 4ච 道路 20131016 20131022 市教委

˔40 工事ཱ会 ૲深遺跡 穂高຀943番 2 ઌ֎ その他開発 20131010 20131028 市教委

˔41 工事ཱ会 梶海渡遺跡 豊科3795番 1 その他の建物 20131028 20131028 市教委

˔42 工事ཱ会 ౳々ྗ町ۊ上ۊ下遺跡 穂高4601番 3 ֎ 1 ච その他開発 20131028 20131028 市教委

˔43 工事ཱ会 堀೭内遺跡 穂高1700番ઌ 道路 20131029 20131029 市教委
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No. 調査 遺跡 所在地 工事目的౳ 調査日@自 調査日@ࢸ 調査主ମ

˔44 工事ཱ会
穂高古墳群E 6・E 7  
・E 8 号墳

穂高຀14番 3 ઌ֎ 道路 20131030 20131030 市教委

˔45 工事ཱ会 北࠽の神遺跡 穂高1816番 1 ෇ۙ֎ 道路 20130904 20131101 市教委

˔46 工事ཱ会 藤塚遺跡 穂高2467番 4 ֎ 2 ච 集合住宅 20131101 20131101 市教委

˔47 工事ཱ会 上ڷ遺跡 明科中川手4087番 1 その他開発 20131016 20131105 市教委

˔48 工事ཱ会 寺ౡാ遺跡 穂高຀1490番 3 個人住宅 20131107 20131107 市教委

˔49 工事ཱ会 小岩ባ下木戸遺跡 穂高有明2991番12ઌ֎ Ψス・水道・電ؾ౳ 20131107 20131107 市教委

˔50 工事ཱ会 寺ౡാ遺跡 穂高຀1490番 5 個人住宅 20131107 20131107 市教委

˙51 掘調査ࢼ 原村遺跡 豊科南穂高839番 1 宅地造成 20131111 20131111 市教委

˔52 工事ཱ会 穂高神社ڥ内遺跡 穂高5960番 3 ֎ 4 ච 公Ԃ造成 20131113 20131113 市教委

˙53 掘調査ࢼ 藤塚遺跡 穂高6802番 その他の建物 20131114 20131114 市教委

˔54 工事ཱ会 北小૔ 1号・ 2号塚 三ڷ小૔3451番 1 ֎ 2 ච その他೶業関࿈事業 20131125 20131125 市教委

˔55 工事ཱ会 ԡ野山遺跡 明科七貴6433番֎ 2ච その他開発 20131127 20131127 市教委

˔56 工事ཱ会 追堀遺跡 穂高柏原1674番 9 個人住宅 20131128 20131128 市教委

˔57 工事ཱ会 ԃ下遺跡 穂高຀2276番 1 ઌ֎ Ψス・水道・電ؾ౳ 20131010 20131204 市教委

˔58 工事ཱ会 追堀遺跡 穂高柏原1649番16 個人住宅 20131206 20131206 市教委

˔59 工事ཱ会 ԡ野山遺跡 明科七貴6791番 1 その他の建物 20131216 20131216 市教委

˔60 工事ཱ会 町田遺跡 豊科田沢4678番 2 ֎ 9 ච その他開発 20130125 20131217 市教委

˔61 工事ཱ会 なか͡ま遺跡 堀金三田995番 1 個人住宅 20131224 20131224 市教委

˔62 工事ཱ会 北࠽の神遺跡 穂高2537番 2 の一部 個人住宅 20131224 20131224 市教委

˔63 工事ཱ会 藤塚遺跡 穂高6814番 1 宅地造成 20140110 20140110 市教委

˔64 工事ཱ会 北原遺跡 明科南཮2825ڷ番 個人住宅 20131219 20140128 市教委

˔65 工事ཱ会 遺跡ほか؛沢川ӈࠇ 三ڷ小૔5468番 3 ઌ֎ Ψス・水道・電ؾ౳ 20140108 20140129 市教委

˙66 掘調査ࢼ 北村遺跡 明科光113番֎ 1ච その他開発 20140129 20140129 市教委

˔67 工事ཱ会 穂高古墳群" 7号墳 穂高有明7348番 1 その他開発 20131204 20140130 市教委

˔68 工事ཱ会 三枚橋遺跡 穂高1476番 1 ෇ۙ 道路 20140130 20140130 市教委

˔69 工事ཱ会 原村遺跡 豊科南穂高839番 1 宅地造成 20140203 20140203 市教委

˔70 工事ཱ会 北࠽の神遺跡 穂高2537番 3 個人住宅 20140203 20140203 市教委

˔71 工事ཱ会 ๏蔵寺館跡 豊科5719番 公Ԃ造成 20140205 20140205 市教委

˙72 掘調査ࢼ 宮前遺跡 豊科高Ո747番 1 その他開発 20140206 20140206 市教委

˔73 工事ཱ会 追堀遺跡 穂高柏原1706番 3 その他開発 20140211 20140211 市教委

˔74 工事ཱ会 穂高古墳群E 6号墳 穂高຀29番 1 公Ԃ造成 20140212 20140212 市教委

˔75 工事ཱ会 中৚遺跡 明科光685番 5 道路 20140212 20140212 市教委

˔76 工事ཱ会 矢原ݱݖ஑遺跡 穂高1012番෇ۙ 道路 20140213 20140213 市教委

˙77 掘調査ࢼ ほうろく屋敷遺跡 明科南཮3126ڷ番 1 その他の建物 20140213 20140213 市教委

˔78 工事ཱ会 町屋敷遺跡 明科中川手2731番 1 ֎ 道路 20140217 20140217 市教委

˔79 工事ཱ会 北村遺跡 明科光113番֎ 1ච その他開発 20140220 20140220 市教委

˔80 工事ཱ会 ਅ々部ۊ下遺跡 豊科高Ո5106番 2 ֎ 3 ච ళฮ 20140221 20140221 市教委

˔81 工事ཱ会 宮࿬遺跡 穂高10112番 2 個人住宅 20140225 20140225 市教委

˔82 工事ཱ会 ֋ക道上遺跡 穂高5028番 9 個人住宅 20140320 20140320 市教委

˔83 工事ཱ会 中沢遺跡 三ڷ小૔1590番ઌ֎ 河川 20140320 20140320 市教委

˙84 掘調査ࢼ 穂高神社ڥ内遺跡 穂高6658番 その他の建物 20140328 20140328 市教委
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2 掘調査౳ࢼ　

໺
ㆮ

ล
ㆹ

୔
㆕㇏

Ҩ੻（第 1表˙ 5）

所 在 地 安曇野市穂高有明7255番 3

調 査 期 間 平成25年（2013） 5 月 8 日

調 査 面 積 8㎡

調 査 ܖ 機 ॓ധ施設

֓　要

　今回の調査では、॓ധ施設建設༧ఆ地に調査区を設ఆし埋蔵文化財の有ແを֬ೝした。調査地は山間

部のࣼ面で、調査前は山ྛであったため遺構౳の存在はෆ明֬であった。

　樹木െ࠾後に土૚観࡯用の調査区を 2箇所設ஔし調査を実施した。この結果、྆地఺とも地表面から

約60DNްのࠇ৭෗২土、その下૚にՖቋ岩෩化࠭᛽というଯ積ঢ়گであることが֬ೝで͖た。な͓、

今回のࢼ掘調査では遺構・遺物とも֬ೝしていない。

ୈ 3図　໺ล୔遺੻۷ࢼ位置図

0��������������������������������1:�500�����������������������������100m
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ை
ㆄ㆗ㆈ

ਆ
㆗㇓

໌
㇁ㆂ

ٶ
㆏ㆄ

લ
ㆾㆆ

Ҩ੻（第 1表˙17）

所 在 地 安曇野市明科東川手536番 2

調 査 期 間 平成25年（2013） 7 月16日

調 査 面 積 14㎡

調 査 ܖ 機 個人住宅

֓　要

　調査地はࡄ川ӈ؛の河؛ஈ丘上に所在͢る古代の集མ跡で、چ明科町教育委員会が主ମとなりաڈに

2次にわたる発掘調査が実施されている（明科町教委2005）。また、一ଳは潮古墳群とよ͹れる古墳時

代後期の円墳を主ମとした古墳群の所在地でもあり、աڈの発掘では平安時代の集མ跡͚ͩでなく埋຅

した古墳も検出され調査されている。

　今回の調査では、個人住宅建設༧ఆ地に 2箇所のτϨンν（"・#τϨンν）及び 1箇所の土૚観࡯

地఺（$地఺）を設ఆし埋蔵文化財の有ແを֬ೝした。この結果、地表下40～50DNで遺物แؚ૚上面

を検出し、このแؚ૚の下からは遺構と考えられるϓランを検出した。แؚ૚中の出土土器から平安時

代の集མ跡の一部と考えられる。このため、安曇野市教育委員会では開発事業者と保護協ٞを実施し遺

跡保護方๏にͭいて協ٞをܧଓしている。

0��������������������������������1:�500�����������������������������100m

ୈ 4図　ை神໌ٶ前遺੻۷ࢼ位置図
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ୈ 2ද　ை神໌ٶ前遺੻۷ࢼ出土土器࡯؍ද

No. 出土Ґஔ 種別 器種 存部Ґ࢒
ܘޱ
（DN）

ᰍ部ܘ
（DN）

ܘ大࠷
（DN）

ఈܘ
（DN）

器高
（DN）

ٕ๏の特௃

֎面 内面 ఈ部

1 #τϨンν 土ࢣ器 㡜 ԑ部～ఈ部ޱ 14.3 － 14.3 7.9  5.5 ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ 回సࢳ੾り�φσ

2 #τϨンν ৭土器ࠇ 㡜 ମ部下半～ఈ部 ෆ明 － （8.6） 8.0  （1.9） ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ 回సࢳ੾り�φσ

3 #τϨンν 灰釉陶器 ࿸ ମ部下半～ఈ部 ෆ明 － （11.4） 7.9  （2.4） ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ ෆ明

4 #τϨンν 須恵器 ᆵ ମ部下半～ఈ部 ෆ明 ෆ明 （11.0） 8.3  （3.7） ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ 回సࢳ੾り

ୈ 5図　ை神໌ٶ前遺੻۷ࢼトレンチ഑置図

"

#

$

0��������������������������������1:�50�����������������������������　10m

1:3 10cm0

1

�

3 4

ୈ 6図　ை神໌ٶ前遺੻۷ࢼ出土土器
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ӊ઒஍۠（Ҩ੻֎）（第ۀࣄ൫੔උجӦମҭ੒ܦ 1表˙25）

所 在 地 安曇野市堀金ӊ川1083番 1 ֎

調 査 期 間 平成25年（2013） 8 月 7 日～平成25年（2013） 8 月 8 日

調 査 面 積 67㎡

調 査 ܖ 機 ೶業基盤整備事業

֓　要

　調査地は堀金ӊ川で実施される経営ମ育成基盤整備事業ӊ川地区の事業地内で、ཱ地はӊ川ઔঢ়地の

ઔ央部にあたる。基盤整備事業はෳ数年で実施され、事業地は޿大であるがप஌の埋蔵文化財แ蔵地は

ほとんど存在していない。このため、ະ֬ೝの遺跡が存在͢るՄೳੑがあり、事業者と協ٞをॏねて事

業地内で掘࡟Մೳな೶地にͭいてࢼ掘調査を実施した。

　今回の調査では、13箇所のτϨンνを設ఆし埋蔵文化財の有ແを֬ೝした。この結果、調査ൣғ内北

ଆ及び東ଆのτϨンνでは基盤と考えられる׊৭࠭᛽૚よりも上૚に୸化物ࡉ片をؚ有͢る࣭࠭シϧτ

૚を֬ೝしたが、この૚中で遺構・遺物౳は֬ೝしていない。また、この૚Ҏ֎に人ҝ的なࠟ跡がೝめ

られる土૚は検出されなかった。

0��������������������������������1:5000������������������������������00m

ୈ 7図　ܦӦମҭ੒ج൫整備ۀࣄӊ઒地۠۷ࢼ位置図
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Ҩ੻（第 1表˙35）

所 在 地 安曇野市穂高2467番 4 ֎

調 査 期 間 平成25年（2013）10月 8 日

調 査 面 積 12㎡

調 査 ܖ 機 集合住宅

֓　要

　藤塚遺跡はӊ川ઔঢ়地のઔ央からઔ୺෇ۙの一ଳに所在͢る古代の集མ跡で、աڈの発掘調査では古

墳時代後期及びಸ良・平安時代の集མ跡が֬ೝされている（穂高町誌編纂委員会編1991、安曇野市教委

2009）。

　今回の調査では、集合住宅建設༧ఆ地に 2箇所のτϨンνを設ఆし埋蔵文化財の有ແを֬ೝした。深

度100DN（一部120DN）まで調査した結果、पลで古代の遺構の上面แؚ૚となっているࢎ化鉄ؚ有૚

が地表下50～60DNで֬ೝされたが、遺物・୸化物は֬ೝで͖ͣ、この૚より下૚からも遺構౳は֬ೝ

されなかった。このため、調査地で地表下100DNఔ度までの掘࡟を行う土木工事では埋蔵文化財にӨڹ

を༩えるՄೳੑはないと൑அされる。

0��������������������������������1:�500�����������������������������100m

ୈ 8図　౻௩遺੻۷ࢼ位置図
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Ҩ੻（第 1表˙51）

所 在 地 安曇野市豊科南穂高839番 1

調 査 期 間 平成25年（2013）11月11日

調 査 面 積 14㎡

調 査 ܖ 機 宅地造成

֓　要

　原村遺跡はࡄ川؛ࠨの൙ཞ原のඍ高地上に所在͢る平安時代の遺物ࢄ布地である。この遺跡で本発掘

調査が実施された記録はなく遺構౳の分布や࢒存ঢ়گはෆ明֬であった。このため事業者と協ٞをॏね、

宅地造成工事にઌཱちࢼ掘調査を実施して施工地での遺構の有ແ౳を調査͢ることとなった。

　今回の調査では、工事༧ఆ地に 4箇所のτϨンνを設ఆし埋蔵文化財の有ແを֬ೝした。深度100DN

（一部110DN）まで調査した結果、調査地の大部分は自然ଯ積による࠭᛽૚であることが֬ೝで͖た。

たͩし、今回の調査で࠷も東に設ఆしたτϨンνからはシϧτ૚が検出された。աڈに遺物が表面࠾集

されたҐஔも今回の調査地఺より東方であるため、遺構౳は今回の調査地఺より東方の一ଳに分布͢る

Մೳੑがある。

0��������������������������������1:�500�����������������������������100m

ୈ 9図　原ଜ遺੻۷ࢼ位置図
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Ҩ੻（第 1表˙53）

所 在 地 安曇野市穂高6802番

調 査 期 間 平成25年（2013）11月14日

調 査 面 積 40㎡

調 査 ܖ 機 ༮ஓԂԾԂࣷ

֓　要

　藤塚遺跡はӊ川ઔঢ়地のઔ央からઔ୺෇ۙにあたる一ଳに所在͢る古代の集མ跡で、աڈの発掘調査

では古墳時代後期及びಸ良・平安時代の集མ跡が֬ೝされている（穂高町誌編纂委員会編1991、安曇野

市教委2009）。

　今回の調査では、༮ஓԂԾԂࣷ建設༧ఆ地（調査時はԂ庭）に 4箇所のτϨンνを設ఆし埋蔵文化財

の有ແを֬ೝした。深度200DNまで調査した結果、調査地内東方のτϨンνでは地表下100DNҎ深に土

器ࡉ片や୸化物ࡉ片をแؚ͢る࣭࠭シϧτ૚がബくଯ積していた。また、西方のτϨンνでは地表下50

～70DNに土器ඍࡉ破片をแؚ͢る遺物แؚ૚が֬ೝされた。この૚にแؚされる土器破片はいͣれも

ඍࡉで摩໣しているため一次ଯ積ではないと൑அされる。

0��������������������������������1:�500�����������������������������100m

ୈ10図　౻௩遺੻۷ࢼ位置図
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Ҩ੻（第 1表˙66）

所 在 地 安曇野市明科光113番֎

調 査 期 間 平成26年（2014） 1 月29日

調 査 面 積 24㎡

調 査 ܖ 機 ফ๷水ར設備

֓　要

　北村遺跡はࡄ川ӈ؛の河؛ஈ丘上に所在͢るೄ文時代からۙ世にか͚ての集མ跡である。本遺跡では

中央自動車道長野線建設にࡍし、昭和62～63年度にか͚て長野県埋蔵文化財センターによって発掘調査

が実施されている（長野県埋文センター 1993）。

　今回の調査では、ফ๷水ར設備設ஔҐஔに 1箇所のτϨンνを設ఆし埋蔵文化財の有ແを֬ೝした。

深度約150DNまで調査した結果、地表面から90DNはݱ代の土૚、その下に約30DNの೪土࣭シϧτ૚、

࠭᛽૚というଯ積になっていた。このうち、೪土࣭シϧτ૚には部分的に୸化物ࡉ片及び土器ඍࡉ片が

แؚされていたが、࠾औで͖るྔと大͖さではなかった。この૚中では遺構の検出もࢼみたが、֬ೝさ

れなかった。

0��������������������������������1:�500�����������������������������100m

ୈ11図　北ଜ遺੻۷ࢼ位置図
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Ҩ੻（第 1表˙72）

所 在 地 安曇野市豊科高Ո747番 1

調 査 期 間 平成26年（2014） 2 月 6 日

調 査 面 積 7㎡

調 査 ܖ 機 ফ๷水ར設備

֓　要

　宮前遺跡はࡄ川؛ࠨの൙ཞ原のඍ高地に所在͢る平安時代の遺物ࢄ布地である。この遺跡では本֨的

な発掘調査が実施された記録はないため、ফ๷水ར設備設ஔにઌཱち施工地に遺構౳が存在͢るか֬ೝ

͢るඞ要がありࢼ掘調査を実施した。

掘調査では、ফ๷水ར設備設ஔ箇所にࢼ　 2箇所のτϨンνを設ఆし埋蔵文化財の有ແを֬ೝした。深

度約120DNまで調査した結果、地表面から30DNはݱ代の造成土૚、その下に30～40DNްのچ耕作土、

さらに下૚に40～50DNްの࠭᛽主ମ૚という૚ংになっていた。ਫ਼査の結果、いͣれの૚からも遺構・

遺物は検出されなかった。

0��������������������������������1:�500�����������������������������100m

ୈ12図　ٶ前遺੻۷ࢼ位置図
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Ҩ੻（第 1表˙77）

所 在 地 安曇野市明科南཮3126ڷ番 1

調 査 期 間 平成26年（2014） 2 月13日

調 査 面 積 7㎡

調 査 ܖ 機 物ஔ

֓　要

　ほうろく屋敷遺跡はࡄ川؛ࠨの河؛ஈ丘上に所在͢るೄ文・໻生時代及び平安時代の集མ跡である。

この遺跡ではݱ在までに 4次にわたる発掘が実施されて͓り、౰֘期の集མが調査されている（明科町

教委1991、2001）。

　今回のࢼ掘調査地఺はաڈの発掘調査地఺よりも東ଆであり、遺構౳の分布はෆ明֬な場所であった。

調査では 2箇所のτϨンνを設ఆし埋蔵文化財の有ແを֬ೝした。深度約110DNまで調査した結果、地

表下50～70DNのൣғで表土及びその下૚の࣭࠭シϧτ૚から摩໣が著しい土器ඍࡉ片が出土したが、

遺構は֬ೝされなかった。また、これより深い૚は河川作用のଯ積による࣭ۉな࠭૚で遺構・遺物は存

在していない。このことから、本遺跡の集མ域は今回のࢼ掘調査地఺より西方に޿がることが֬ೝで͖

た。

0��������������������������������1:�500�����������������������������100m

ୈ13図　ほ͏Ζ͘԰ෑ遺੻۷ࢼ位置図
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Ҩ੻（第 1表˙84）

所 在 地 安曇野市穂高6658番

調 査 期 間 平成26年（2014） 3 月28日

調 査 面 積 12㎡

調 査 ܖ 機 公ڞ施設

֓　要

　穂高神社ڥ内遺跡はӊ川ઔঢ়地のઔ央෇ۙに所在͢る໻生時代の集མ跡である。この遺跡ではݱ在ま

でに本֨的な発掘調査が実施された記録がないため、遺構౳の分布や࢒存ঢ়گがෆ明֬であった。

　今回のࢼ掘調査では 2箇所のτϨンνを設ఆし埋蔵文化財の有ແを֬ೝした。深度約200DNまで調査

した結果、地表下130DNҎ深に須恵器をแؚ͢る҉׊৭࣭࠭シϧτ૚が存在͢ることが֬ೝされた。出

土した須恵器はᙈのମ部破片であるためৄࡉな時期は൑明していない。この૚はค຤ঢ়の୸化物もแؚ

しているため、෇ۙに古代の遺構౳が存在͢るՄೳੑが高い。

　本݅開発事業にͭいては、ࢼ掘調査の結果をふまえ事業者と協ٞܧଓ中である。

0��������������������������������1:�500�����������������������������100m

ୈ14図　穂高神社ڥ಺遺੻۷ࢼ位置図
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第 2 章　穂高古墳群G 1 号墳（上原古墳） 

第 3 次・第 4 次発掘調査

1 　調査にいたる経緯

⑴　調査にいたる経緯

　平成 8年（1996）から開࢝された「担い手育成基盤整備事業　穂高西部地区」にઌཱち、事業地内に

上原古墳が所在͢ることから、穂高町教育委員会では地ݩ及び松本地方事຿所と上原古墳の保存方๏に

ͭいて協ٞを実施した。協ٞの中で、上原古墳पลにະ஌の古墳が埋຅しているՄೳੑがࢦఠされ、平

成11年度に第 2次調査としてࢼ掘調査が実施された（穂高町教委2001a）。調査の結果、事業地内に͓い

て上原古墳Ҏ֎の古墳は֬ೝされͣ、保存に͚޲て協ٞがܧଓされた。このஈ֊で、上原古墳に関͢る

て石室・墳丘の清૟及び実測͚޲ఆにࡦըܭな墳丘実測図及び石室実測図がなかったため保存整備ࡉৄ

図作成を目的として第 3次・第 4次発掘調査が実施された。

1:�
0000 100m

ୈ15図　上原古墳ୈ 2࣍調査トレンチ഑置図（穂高ொڭҕ2001）



第 2章　穂高古墳群G 1号墳（上原古墳）第 3次・第 4次発掘調査

─ �0 ─

ᾈ　調査の֓要
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ࢦ　 ఆ ౳　　安曇野市史跡　穂高古墳群G 1号墳（上原古墳）

　所 在 地　　長
なが

野
の

県
けん

安
あづ み

曇野
の

市
し

穂
ほ

高
たか

9783番地

　調査面積　　80㎡

　調査原因　　上原古墳の保存を目的とした公Ԃ整備

　発掘作業　　第 3次発掘調査　平成14年（2002） 3 月～平成14年（2002） 4 月

　　　　　　　第 4次発掘調査　平成15年（2003）10月20日～平成16年（2004） 1 月21日

　整理作業　　平成16年（2004） 4 月 1 日～平成26年（2014） 3 月31日

　　　　　　　　穂高町ڷ土資料館で遺物整理作業。

　　　　　　　平成26年（2014） 4 月 1 日～平成27年（2015） 3 月31日

　　　　　　　　安曇野市文化財資料センターで報告書作成作業。

　　　　　　　平成26年（2014） 8 月 1 日～平成26年（2014）12月26日

　　　　　　　　金属製品保存処理業຿委ୗ。

⑶　調査の目的

　今回の調査の主たる目的は、上原古墳保存整備のための墳丘実測図の作成、石室実測図の作成、墳丘

の࢒存ঢ়گの֬ೝである。調査のաఔでは、墳丘・前庭部౳から遺物が出土した場合は出土Ґஔを記録

してऔり上͛た。調査方๏としてτϨンν๏を࠾用し、墳丘の一部を掘࡟してଯ積ঢ়گの記録を作成し

た。

　上原古墳では穂高町教育委員会が保存整備ܭըをࡦఆし、石室は่མ๷ࢭのため調査後に࠭で埋め໭

して保存͢ることとした。また、墳丘は࿐出లࣔとしている。

⑷　調査の経ա

ݟ෿ͷൃݹݪ্

　昭和 5年（1930）に水田拡ு工事が行われたࡍに、数個の大石が出土し古墳であることが൑明したた

め、同年 5月に猿田文紀ࢯが中৺となり石室を中৺とした発掘調査が実施された（猿田1931、1933）。

これを第 1次調査と͢る。その後、古墳の石室には؆қ的な木製の屋ࠜがか͚られ保存されていたが、

ঃ々にٺち果て、土࠭の自然ଯ積もあり埋຅していた。पลが水田化͢るなか、古墳のみが水田の中に

Άͭんと࢒る形で保存されることとなった。

੢෦஍۠ʯߴɹึۀࣄ൫੔උج෿ͱʮ୲͍खҭ੒ݹݪ্

　平成 8年（1996）から࢝まった「担い手育成基盤整備事業　穂高西部地区」（೶地整備事業）にて、

上原古墳をؚΉपลの耕作地がそのର৅となった。そのため、穂高町教育委員会では地ݩ及び松本地方

事຿所と上原古墳の保存方๏にͭいて協ٞを行った。
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　その結果、上原古墳にͭいて墳丘もؚめたൣғ֬ೝ調査を行い、೶地整備の༨৒地をݱ在の上原古墳

のある場所へ集約して古墳を保存͢ることとなった。また、上原古墳が群集墳のͻとͭであるのか୯ಠ

墳であるかを調΂るため、ࢼ掘調査を実施し上原古墳पลに埋຅している古墳がないかを֬ೝした。調

査は、平成11年（1999） 1 月 7 日～ 2月25日に実施されたが、上原古墳Ҏ֎の古墳は発ݟされなかった

（穂高町教委2001a）。この調査を第 2次調査と͢る。

ۀࣄ෿੔උݹݪ্

　「担い手育成基盤整備事業　穂高西部地区」が全てऴྃし、上原古墳をؚΉपลが穂高町にҠ؅され、

ซせて地ݩから上原古墳及びपล整備の要๬があがった。

　平成14年（2002） 3 ～ 4 月、それまでਖ਼式な測ྔ図がなく、また昭和 5年（1930）に行われた発掘調

査後、石室が土࠭౳で埋まってしまい石室の࢒存ঢ়گがෆ明であったため、第 3次調査として石室内の

清૟作業及び石室測ྔを行なった。

　この調査の結果を౿まえ保存整備ܭըがཱてられた。֓要は次表のと͓りである。

　ཌ年の平成15年（2003）10月20日～平成16年（2004） 1 月21日には、この保存整備ܭըに基づ͖石室

の෮ݩ・石室の保護及び墳丘の෮ݩ౳が実施された。

　また、上原古墳をؚΉ穂高古墳群は穂高町史跡として保存されて͖たが、平成17年10月 1 日の安曇野

市੍施行後には、安曇野市教育委員会で市内のࢦఆ文化財౳の再ࢦఆを行い、上原古墳も平成20年10月

29日෇で穂高古墳群の構成要ૉのͻとͭとして安曇野市史跡となっている。　

ୈ 3ද　上原古墳อଘ整備ܭը

石　室

⑴ 　่མのݥةが高いため、ఈ部より土のうで埋めて保護ાஔを図り、その上に࠭を敷͖、上面か

ら石室の大͖さがわかるようなサイン౳を設ஔ͢る。

ᾈ 　ݱஈ֊で่れている石及び่れるੑݥةのある石は積み௚しを行なう。

⑶ 　石室保護のཱ場から石室の༷ࢠを観͢࡯ることがで͖なくなるため、測ྔ図・ࣸਅ౳をઆ明൘

へ掲載͢る。

墳　丘

⑴ 　埋຅し࢒存しているՄೳੑがあるため、墳丘の調査を実施し౰時の形に෮͢ݩる。ซせてपߔ

があれ͹पߔも෮͢ݩる。

ᾈ 　ݱ在の地表面と౰時の地表面の高௿ࠩによりߔが生͡、そこへӍ水がたまるՄೳੑがあるため、

水ൈ͖のਁಁຟを設ஔ͢る。

その他

⑴ 　पߔあるいは、墳丘の֎ଆへのٖ木ࡤの設ஔ。

ᾈ 　આ明൘の設ஔ。

⑶ 　ற車場整備、২࠿౳。
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2 　発掘調査・整理作業の経過

場作業のମ੍と経աݱ　⑴

調査主ମ　穂高町教育委員会

調査担౰者　山下　泰永（生֔学習՝　文化担౰）

調査員　今村　ࠀ

調査ࢦಋ　桐原　健、৿　ٛ௚

作業ࢀՃ者　൧প　ୡ次、૲間　ल߁、小ྛ　仁ং、ॏ野　昭ໜ、ॏ野　典ໜ、ന澤　༐、

　　　　　　田ޱ　美ஐࢠ、஛内　ਸ、஛内　ॆ、田中　基ٛ、寺ౡ　׬次、寺ౢ　文保、寺ౢ　ढ़ࢠ、

　　　　　　࿇井　ಪ次、深澤　ఃਉ、深澤 山地　ᡖ、ࣇ健ཅ　ޱଇ、矢߃

事຿ہ　穂高町教育委員会　生֔学習՝

　　　　中ౡ　๕޹（生֔学習՝長）、原野　和徳（文化担౰係長）、஛内　๜彦（文化担౰係長）、

　　　　山下　泰永、ࠤ野　ॱࢠ（Ҏ上、文化担౰）

　上原古墳整備のための発掘調査及びपลの整備事業にͭいての֓要はҎ下のと͓りである。

ୈ 4ද　整備のͨΊの調査

調　査 期　間 内　༰

第 3次発掘調査

（石室内の清૟及び測ྔ）

平成14年（2002） 3 月

～

平成14年（2002） 4 月

⑴ 　石室内の清૟作業、石室内の測ྔ

ᾈ 　ݱ地આ明会の開࠵

⑶ 　石室のଆน่མ๷ࢭରࡦとして、石室の 2

分の 1を土のうで埋め保護ાஔを図る。

第 4次発掘調査

（保存整備のための発掘調査）

平成15年（2003）10月20日

～

平成16年（2004） 1 月21日

⑴ 　石室の෮ݩ

　　　ଆนで、่れている石を積み௚͢。

ᾈ 　石室の保護及び墳丘の෮ݩ

　　　石室内は土のうでఈ部より埋໭し、上部

は౰時の墳丘の高さまで࠭を੝る。また࠭

を੝った上部には、石室の大͖さがわかる

ようにϨンΨを഑͢。墳丘は、ߑ水による

土࠭ଯ積や自然ଯ積により埋຅しているた

め、τϨンνにより土૚観࡯を行いながら、

古墳築造౰時の地形に෮ݩした。

⑶ 　発掘調査ऴྃ報告書のఏ出

　　　平成16年 1 月21日෇長野県教育委員会に

ఏ出。
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ᾈ　整理作業のମ੍と経ա

調査主ମ　安曇野市教育委員会

調査担౰者　山下　泰永（文化՝　文化財保護係長）、土屋　和章（文化՝　文化財保護係）

作業ࢀՃ者　北ྛ　અࢠ（平成26年度）、松田　༸ี（平成26年度）、

　　　　　　矢ޱ　健ཅࣇ（平成16～25年度）

事຿ہ　安曇野市教育委員会　教育部　文化՝

　　　　ಹ須野　խ޷（文化՝長）、山下　泰永（文化財保護係長）、土屋　和章（文化財保護係）

　出土遺物の整理作業及び報告書作成作業の֓要はҎ下のと͓りである。平成16年（2004） 4 月からは

穂高ڷ土資料館にて、出土土器のચড়・஫記・෮ݩ౳を行った。平成26年度には報告書作成業຿を実施

した。作業は安曇野市文化財資料センターで行い、金属製品の保存処理にͭいては業຿委ୗとした。

ୈ 5ද　遺物整ཧٴۀ࡞ͼใࠂॻ࡞੒

調　査 期　間 内　༰

遺物整理作業 平成16年（2004） 4 月

～

平成26年（2014） 3 月

⑴ 　穂高ڷ土資料館で遺物整理作業を開࢝。

　　平成16年 3 月、穂高神社に保؅されていた

昭和 5年（1930）の調査のࡍの出土土器を穂

高町教育委員会でडೲ͢る。今回の調査で出

土した遺物をซせ遺物整理を行う。

報告書作成作業 平成26年（2014） 4 月

～

平成27年（2015） 3 月

⑴ 　安曇野市文化財資料センターで報告書作成

に͚޲た整理作業を開࢝。

ᾈ 　金属製品保存処理業຿委ୗを実施。

調　査 期　間 内　༰

पลの整備事業 平成15年（2003）11月຤

～

平成16年（2004） 3 月

⑴ 　古墳南ଆのற車場整備

　造成しࡅ石を敷く。

ᾈ 　築造౰時の地表面と、ݱ在の地表面の高௿

ࠩが北ଆで1.0N、南ଆで1.5N生͡、पߔঢ়

をఄして͓り、ߔ内に水がཷまるՄೳੑがあ

るため、ਁಁຟを設ஔ。

⑶ 　古墳南ଆのற車場にٖ木によるࡤを設ஔ。

⑷ 　上原古墳のઆ明൘の設ஔ。

ᾋ 　墳丘౳へのࣳ২ݱ、࠿地表面と築造౰時の

地表面の高௿ࠩにより生͡た๏面への২࠿。
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3 　遺跡の位置と環境

⑴　地理的ڥ؀

　上原古墳の所在͢る安曇野市穂高上原地籍は松本ຍ地の中ほどにҐஔ͢る。松本ຍ地は構造ੑのຍ地

で、西はඈଭ山຺、東は筑摩山地と接している。本古墳はѸ
あ㆚㆕

川
が㇏

ࡄ）
㆕ㆂ

川
が㇏

）水系のଯ積物の上に西のඈଭ

山຺から東流͢るӊ
から㆙

川
が㇏

によって形成されたઔঢ়地のઔ央にҐஔし、ඪ高は585N前後である。穂高古墳

群の多くは山࿢の沢Ԋいに分布して͓り、上原古墳のようにઔ央に所在͢る古墳は௝しい。

在のӊ川ઔঢ়地は須ݱ　
㆙

࠭
㆕

渡
ㆩ

෇ۙをઔ௖として穂高市街地方面へ޿がって͓り、׬新世のものである。

ӊ川は山間部からઔ௖部ではܢ流となっているが、ઔ央部で流水が地下ਁಁ͢るため水ྔがܹ͢ݮる。

河চの岩石は、೪൘岩、࠭ߗ岩、νϟーτ、ϗϧンϑΣϧスなど中・古生૚からڅڙされたものが主ମ

となっている。ݱઔঢ়地面上を流れる河川は歴史的に流路が一ఆして͓らͣ、今回の発掘調査では古墳

時代後期の地表上に࠭᛽૚がްくଯ積していることが൑明した。

　ӊ川ઔঢ়地では、人々がઔঢ়地上を流れる自然流を޼みにར用して水རを֬保していたことが、これ

までの調査研究から明らかになっている（小穴1987、穂高町教委2001a）。これらの流路は開発沢とݺ͹

れて͓り、ݯىは古代に૎るとされる。穂高地域の開発沢は上原古墳の南西約850N地఺の塚原地区内

で穂高沢水系と柏原沢に分ذして͓り、本古墳の南にݱ在は穂高沢水系の今井沢が流れている。

　上原古墳発ݟ時の記載によるとपลに埋຅したະ஌の古墳が存在͢るՄೳੑがあるため「担い手育成

基盤整備事業　穂高西部地区」のൣғ内に͓いては、第 2次調査でτϨンν๏による大ن໛なࢼ掘を実

施した。この結果、事業地内ではपลに古墳は֬ೝされなかったためݱ在でも上原古墳は୯ಠ墳とされ

ている。

ᾈ　歴史的ڥ؀

　上原遺跡をแׅ͢る安曇野市穂高地域では、西ଆの北Ξϧϓス山࿢でೄ文時代の集མ跡や古墳時代の

群集墳の分布が目ཱͭ。また、山࿢から東に޲かって流下͢る中小の河川の流຤෇ۙ、͢なわちઔঢ়地

のઔ୺部にあたる一ଳは矢原遺跡群とݺ͹れ『࿧
㇏

名
み㇇う

ྨ
㇋ㆂ

ᡉ
㆘㇅

抄
し㇇う

』（931～938）にある安曇郡ീ原ڷ、平安

時代後期の矢原ޚਥとਪ測されている地域である。Ҏ下では、市内の֓گもࢹ野にೖれ֓観͢る。

ೄ文࣌୅

　安曇野市全ମとしてのೄ文時代の生ࠟ׆跡は、主に北Ξϧϓス山࿢で֬ೝされて͓り、三
み

ڷ
㆕ㆨ

小
ㆈ

૔
ぐら

の

東
ㆲがし

小
ㆈ

૔
ぐら

遺跡、南
みなみ

松
ㆾㆤ

原
ばら

遺跡、ࠇ
ㆎ㇍

沢
㆖㇏

川
が㇏

ӈ
う

؛
がん

遺跡、堀
ほ㇊

金
がㆭ

三
み

田
た

のそり表
ㆈ㇂ㆦ

遺跡、神
しん

沢
㆖㇏

遺跡、穂高຀の཭
はな㇌

山
㇄ㆾ

遺跡、

新
しん

ྛ
ば㇄し

遺跡、他
た

谷
㇄

遺跡౳で発掘調査が実施されೄ文時代集མの存在が֬ೝされている。時期的にはૣ期

から൩期までの遺物が出土して͓り、中期に遺跡数が૿Ճ͢る。また穂高地域からࡄ川をڬんで東؛の

明科地域では、ほうろく屋
㇄

敷
しㆌ

遺跡、Ԙ
しㆈ

田
ㆠ

ए
㇏か

宮
み㇄

遺跡、こや城
㆘㇇う

遺跡、上
㇏

手
ㆧ

屋
㇄

敷
しㆌ

遺跡、北
ㆌた

村
㇀ら

遺跡౳で発掘調

査が実施され、ほうろく屋敷遺跡では中期を中৺とした集མ、北村遺跡では後期に属͢る多数の土ᆮุ

が֬ೝされた（明科町教委1991、長野県埋文センター 1993）。
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໻ੜ࣌୅

　穂高地域では矢原遺跡群とそのपลからաڈの発掘調査及び࠾集遺物౳で໻生時代後期の੺࠼を施し

た土器片とそれに関࿈͢る遺構が֬ೝされている。この他、穂高神社ڥ内からはፏ平片ਕ石ිが出土し

た記録がある（穂高町誌編纂委員会編1991）。

　安曇野市全域では໻生時代の遺跡として、三ڷ小૔のࠇ沢川ӈ؛遺跡、豊科田沢の町
ㆾㆡ

田
ㆠ

遺跡、明科七

貴のみどりヶ丘
ㆈか

遺跡（1）౳で発掘調査がなされ、中期の集མの存在が֬ೝされている。またこの他に、明

科南཮ڷのほうろく屋敷遺跡、穂高຀の他谷遺跡、堀金三田のそり表遺跡からは発掘調査によって再葬

ุが֬ೝされた（明科町教委1991、穂高町教委2001b、堀金村教委1988）。

෿࣌୅ݹ

　穂高地域では古墳時代の集མとして馬
ば

場
ば

街
かㆂ

道
ㆩう

遺跡、藤
ふ㆘

塚
ㆤか

遺跡౳で発掘調査がなされている。このうち、

昭和62年（1987）に実施された藤塚遺跡の調査では、古墳時代後期の住ډ跡30౩と掘ཱப建物 5౩がݟ

ͭかった（穂高町誌編纂委員会編1991）。

　安曇野市全域としては、穂高古墳群のほか堀金ӊ川地域の山࿢及び明科地域の東
ㆲがし

川
か㇏

手
ㆦ

潮
うしㆈ

地区に中小

して発掘が実ࡍ໛の古墳群が築かれている。このうち、潮古墳群では平成17年（2005）に道路改良にن

施され、 7～ 8世紀にൺఆされる円墳 1基が調査された（明科町教委2005）。

ಸྑ・ฏ҆࣌୅

　前ड़の௨りീ原ڷ及び矢原ޚਥにൺఆされる矢原遺跡群は、ಸ良・平安時代の遺跡がྡ接して分布し

て͓り、աڈの発掘調査によって市内でもこの時期の༷૬がൺֱ的明らかな地域のͻとͭである。たͩ

し 8～ 9世紀にか͚ては資料がগなく10世紀Ҏ߱に住ډ数の૿Ճ޲܏がݟられる。馬場街道遺跡の調査

成果からは、 8世紀にൺఆされる竪穴住ډ 3౩、10～11世紀にൺఆされる竪穴住ډ 5౩、土ᆮ 1基౳が

֬ೝされた（穂高町教委1987）。

　この時期、明科地域では 7世紀後半૑建と考えられる寺院跡が֬ೝされて͓り、明
あか

科
しな

ഇ
はㆂ

寺
㆘

とݺ͹れて

いる。これは長野県内でも࠷も古い寺院のͻとͭとして特චされる（明科町教委2000）。また、豊科田

沢の山間部では須恵器༼跡群（上
うえ

ϊ山
㇄ㆾ

༼跡群・়
し㇇う

ו
ㆶ

平
ㆠㆂら

༼跡群）が形成され、その製品は޿く松本ຍ地

一円にڅڙされている（豊科町東山遺跡調査会ほか1999）。

தੈҎ߱

　穂高地域では中世Ҏ߱の発掘調査事ྫはগなく、矢原遺跡群及びそのपลで遺構が఺在的に֬ೝされ

ているఔ度である。馬場街道遺跡では中世の住ډ跡が 1౩֬ೝされている（穂高町教委1987）。

　安曇野市全域としては、東西山࿢にઓࠃ期とされる山城、平地には中ۙ世の館౳が築かれた。穂高地

域では、他谷遺跡の発掘調査によって౰֘期の地下式遺構が検出されている（穂高町教委2001b）。また、

（1）　調査報告では「緑ヶ丘遺跡」という表記となっている（太田・河西1966）。
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豊科地域ではこの時期の城館及び集མ౳の発掘調査が行われ、その内部構造が明らかにされている（豊

科町教委1992、1993、1994）。また、集མとして上
㇏

手
ㆧ

木
ㆌ

戸
ㆩ

遺跡では中央自動車道長野線の建設にઌཱち

昭和61年（1986）に発掘調査が実施され、竪穴建物・掘ཱப建物౳がͭݟかっている（長野県埋文セン

ター 1989）。

⑶　穂高古墳群の֓要

　穂高古墳群は安曇野市穂高・穂高有明・穂高຀・穂高柏原の北Ξϧϓス山࿢の小河川Ԋい及び一部ઔ

央に޿がる古墳群で、ݱ在のところ円墳のみで構成されると考えられる。明࣏時代Ҏདྷ、多くの研究者

によって調査・研究が஝積される中でݱ在は"～)の 8群に分ྨされて理ղされる。ここでは、穂高古

墳群にͭいての研究史のུ֓を記載͢る。

ͷ೺Ѳͱେผ෼ྨ܈෿ݹ

　穂高地域の古墳にͭいて࠷初に໢ཏ的にৄड़した記録として、大ਖ਼12年（1923）発行の『南安曇郡

誌』が͛ڍられる（南安曇郡編1923）。この中では、大ਖ਼10年（1921）の県への報告をもとに有明村

の古墳群が一ཡ表化されて掲（在の穂高຀及び穂高柏原ݱ）の古墳群及び西穂高村（在の穂高有明ݱ）

載された。な͓、発行の前年である大ਖ਼11年（1922）には鳥ཾډ蔵ࢯが౰地方にདྷ訪して͓り、ᲇ
ㆍ

石
し

َ
ㆌの

۸
ㆂ㇏㇄（2）や૆෕塚（3）、ޅ塚౳にͭいて所ݟをड़΂ている。

　穂高地域の古墳を࠷初に古墳群としてଊえ大別分ྨを行ったのは『信濃史料』第 1巻である（信濃史

料刊行会編1956）。第 1巻上の古墳地名表では有明古墳群が"～%の 4群に分ྨされるが、穂高຀、穂

高柏原の塚原、穂高の上原古墳は古墳群として分ྨされていない。『信濃史料』第 1巻にઌ行して昭和

5年（1930）には猿田文紀ࢯにより上原古墳が発掘され、昭和 8年（1933）には今井眞樹ࢯにより検討

が行われている（猿田1931・1933、今井1933）。今井ࢯの検討によって上原古墳౳の石室が竪穴式であ

（2）　本書では「ᲇ石َ۸」、「ᲇү城۸」౳の表記はҾ用文ݙにあわせた。
（3）　本書では「૆෕塚」、「ͫいが塚」౳の表記はҾ用文ݙにあわせた。
（4）　本書では「金掘塚」ຢは「金堀塚」の表記はҾ用文ݙにあわせた。

ୈ 6ද　h 南҆ಶࢽ܊ （ɦ1923）

所在地 地名表に掲載された古墳 掲載数

有明村

1号、 2号、 3号、 4号、 5号、 6号、 7号、 8号、 9号、10号、11号、12号金掘塚（4）、

13号金掘塚、14号࿈塚、15号૆෕塚、16号、17号、18号、19号ྕ塚、20号、21号ॕ塚、

22号、23号、24号、25号、26号、27号、28号、29号、30号、31号、32号、33号、34号、

35号、36号、37号金掘塚、38号、39号、40号០塚、41号ݘཆ塚、42号、43号、44号、

45号、46号、47号

47

西穂高村
1号、 2号、 3号、 4号、 5号、 6号、 7号、 8号、 9号二π塚、10号二π塚、11号、

12号、13号ޅ塚、14号、15号、16号、17号三郎次塚、18号、19号、20号、21号֙塚
21
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るとೝࣝされたため、『信濃史料』第 1巻下の要આでは、「穂高町にある地下式の竪穴式石室は、信濃で

は௝しい内部構造といえる」と記載している。

　昭和43年（1968）発行の『南安曇郡誌』第 2巻上では、藤沢宗平ࢯが南安曇郡内の古墳にͭいての記

載をしている（南安曇郡誌改訂編纂会編1968）。このうち穂高町の古墳にͭいては、有明古墳群、西穂

高古墳群及びその他の古墳の 3項目に分͚て理ղされた。有明古墳群は"～%の 4群に分ྨされ、"群

は中๪川ӈ؛・༉川Ԋ؛に 8基、#群は天ຬ沢྆؛にԊうもので32基、$群は෋࢜尾沢にԊうもので 4

基、%群は中๪川؛ࠨにҐஔ͢るᲇ石َ۸ 1基の合45ܭ基となって͓り、ࣖ塚地区所在のࣖ塚は別ѻい

となっている。また、西穂高古墳群はӊ川をڥに؛ࠨ（຀地区）のものを"群、ӈ؛（塚原地区）のも

のを#群と分ྨして͓り、"群は14基、#群は10基の合24ܭ基とされる。このほか、その他の古墳には

上原古墳、ࣖ塚、穂高神社ڥ内の੝土が掲載されている。

ୈ 7ද　h ৴ೱ࢙ྉ （ɦ1956）

所在地（大ࣈ）・群 地名表に掲載された古墳 掲載数

有明・"群 " 1号墳、" 3号墳、" 6号墳、" 7号墳 4

有明・#群

# 1 号墳、# 3 号墳、# 4 号墳、# 5 号墳、# 6 号墳、# 7 号墳、# 8 号墳、

# 9 号墳、#10号墳、#11号墳、#12号墳、#13号墳、#14号墳、#23号墳、

#26号墳、#29号墳、#30号墳、#31号墳、#32号墳

19

有明・$群 $ 1 号墳、$ 2 号墳、$ 3 号墳 3

有明・%群 % 1号墳（ᲇү城۸） 1

穂高 上原古墳 1

຀

前田塚、寺ౡ塚、神谷塚、֙塚、西຀塚、シϤ΢シϋ΢఼古墳、三郎塚、

塚第ޅ 1号墳、ޅ塚第 2号墳、ޅ塚第 3号墳、ޅ塚第 4号墳、

塚第ޅ 5号墳、඿場塚、上人塚

14

塚原 二π塚第 1号墳、二π塚第 2号墳、二π塚第 3号墳、ח塚 4

ୈ 8ද　h 南҆ಶࢽ܊ （ɦ1968）

所在地（大ࣈ）・群 本文に記載された古墳 掲載数˞

有明・"群

（中๪川ӈ؛・༉川）

1号墳（ྕ塚）、 2号墳、 3号墳、 4・ 5号墳、 6号墳（ݘཆ塚）、

7号墳（県塚）、 8号墳
8

有明・#群

（天ຬ沢྆؛）

1号墳（૆෕塚）、 2号墳、 3号墳（࿈塚）、 4号墳、 5号墳（金堀塚）、

6号墳、 7号墳、 8号墳、 9号墳、10号墳、11号墳、12号墳、13号墳、

14号墳、15号墳、16号墳、17号墳、18号墳、19号墳、20号墳、21号墳、

22号墳、23号墳（ॕ塚）、24号墳、25号墳、26号墳、27号墳、28号墳、

29号墳、30号墳、31号墳、32号墳

32

有明・$群（෋࢜尾沢） 1号墳、 2号墳、 3号墳、 4号墳 4
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ௐࠪ࠶ঢ়೺Ѳͱݱ

　昭和39年（1964）から昭和43年（1968）にか͚て、古墳群の保護を目的とし穂高町教育委員会がݱ地

౿査・実測図作成・ඪப設ஔ౳を実施し、この成果は昭和45年（1970）に報告書として発行された（穂

高町教委1970）。ここではैདྷ、有明古墳群と西穂高古墳群に大別されて͖た穂高町の古墳分布の大࿮

を౿ऻしͭͭ、さらにࡉ別・再編成して"群 4基、#群29基、$群 5基、%群 1基、E群14基、'群10基、

G群 1基、)群 1基の 8群65基にまとめている。

所在地（大ࣈ）・群 本文に記載された古墳 掲載数˞

有明・%群（中๪川؛ࠨ） 1号墳（ᲇ石َ۸） 1

西穂高・"群（຀）

1号墳（前田塚）、 2号墳（寺ౡ塚）、 3号墳（神谷塚）Ԏ໓、

4号墳（֙塚）Ԏ໓、5号墳（西຀塚）、6号墳（シϣ΢シϋ΢఼古墳）、

7号墳（三郎塚）、 8号墳（ޅ塚 1号墳）、 9号墳（ޅ塚 2号墳）、

10号墳（ޅ塚 3号墳）、11号墳（ޅ塚 4号墳）Ԏ໓、

12号墳（ޅ塚 5号墳）Ԏ໓、13号墳（඿場塚）、14号墳（上人塚）

14

西穂高・#群（塚原）
1号墳、 2号墳、 3号墳、 4号墳、 5号墳、 6号墳、 7号墳、 8号墳、

9号墳、10号墳
10

その他の古墳 上原古墳、ࣖ塚、穂高神社ڥ内の੝土 3

˞この表にはҾ用文ݙの本文記載の古墳数を掲載した。

ୈ 9ද　h 穂高ொの古墳 （ɦ1970）

群（地区） 掲載された古墳 掲載数

"群（宮城） " 1（ྕ塚）、" 3、" 6 "、（ཆ塚ݘ） 7（県塚） 4

#群（松尾、࢛π掘、小岩ַ）

# 1（ͫいが塚）、# 2、# 3 （࿈塚）、# 4、# 5 （金堀塚）、# 6、

# 7 、# 8 、# 9 、#10、#11、#12、#13、#15、#16、#17、#19、

#20、#23（ॕ塚）、#24、#25、#27、#28、#29、#30、#31、#32、

#33、#34

29

$群（෋࢜尾） $ 1、$ 2 、$ 3 、$ 4 、$ 5 5

%群（宮城） % 1（ᲇ石َ۸） 1

E群（຀）

E跡 1（神谷塚）、E跡 2（寺ౡ塚）、E跡 3（前田塚）、

E跡 4（඿場塚 1号）、E跡 5（඿場塚 2号）、E跡 6（཭山 1号）、

E 1 （西຀塚）、E 2（三郎塚）、E 3（े三屋敷西古塚）、

E E、（塚ח）4 5（上人塚）、E 塚ޅ）6 1号）˞、E 7 塚ޅ） 2号）、

E 8 塚ޅ） 3号）˞

14

'群（塚原）
' 1、' 2 、' 3 、' 4 、' 5 、' 6 、' 7 、' 8 、' 9 （二π塚）、

'10（二π塚）
10

G群（上原） G 1 1

)群（ࣖ塚） ) 1（ࣖ塚） 1

在は、Eݱ˞ 塚ޅ）6 3号墳）、E 塚ޅ）8 1号）となっている。
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　昭和56年（1981）から刊行された『長野県史』考古資料編でも穂高町の古墳群はऔり上͛られて͓り、

昭和58年（1983）刊行の主要遺跡のղઆに͓いては河西清光ࢯ・松尾昌彦ࢯによって穂高古墳群として

北安曇郡松川村૏
ㆭ㆚み

穴
あな

・南安曇郡穂高町有明・西穂高（ݱ在の穂高຀及び穂高柏原）所在の古墳をแׅ

した古墳群が設ఆされた（長野県編1983）。このうち、松川村所在の古墳をআく穂高町所在の古墳は次

表のと͓りで、"～Gの 7群に大別されている。

　この『長野県史』編纂事業の一؀として、穂高地域の古墳群を再調査し検討͢る目的で筑೾大学の岩

崎卓也ࢯ・松尾昌彦ࢯ・松村公仁ࢯらによって墳丘・石室の実測及びط出遺物の実測調査が行われた

（岩崎他1983）。この報告には、" 1号墳（ྕ塚）、" 6号墳（ݘཆ塚）、# 1号墳（ͫいが塚）、#23号墳

（ॕ塚）、G 1号墳（上原古墳）の他、松川村૆෕が塚古墳、宮内ி書ྕ部所蔵の有明古墳群出土品の調

査成果が掲載された。この検討では、まͣ有明古墳群（"～$群）がઔ௖部のみに分布͢るのにରし、

຀（E群）・塚原（'群）はઔ௖からઔ央部ۙくまで分布͢るとしてཱ地のࠩҟをೝめ、 2大古墳群とな

ることを૝ఆしている。また、石室のن໛にண目してҎ下にҾ用した"～$の 3ྨ型に分ྨし、開ޱ方

や"～$群での古墳の在り方との関係にͭいて検討している。な͓、Ҏ下の古墳の表記（ྫ「有明޲

#- 1 号墳」౳）はҾ用文ݙのままである。

　"ྨ  石室長が 9 N前後、石室幅が 2 NҎ上の大形石室をࢦし、石室高が 2 Nۙくにまでୡ͢る事も

大͖な特௃である。有明#- 1 号墳ྫが代表的なものであり、北安曇郡松川村所在の૆෕が塚

ୈ10ද　h ௕໺࢙ݝ （ɦ1981）

群（地区） 掲載された古墳 掲載数

"群（有明） " 1号（ྕ塚）、" 3号、" 6号（ݘཆ塚）、" 7号（県塚）、" 8号 5

#群（有明）

# 1号（ͫいが塚）、# 2号、# 3 号（࿈塚）、# 4号、# 5 号、# 6 号、# 7 号、

# 8 号、# 9 号、#10号、#11号、#12号、#13号、#15号、#16号、#17号、#19号、

#20号、#23号（ॕ塚）、#24号、#25号、#26号、#27号、#28号、#29号、#30号、

#31号、#32号、#33号、#34号

30

$群（有明） $ 1号、$ 2 号、$ 3 号、$ 4 号、$ 5 号 5

%群（有明） % 1号（ᲇү城۸） 1

E群（຀）

E 1号（西຀塚）、E 2号（三郎塚）、E 3号（े三屋敷）、E 4号（ח塚）、

E 5号（上人塚）、E 6号（ޅ塚 3号）、E 7 号（ޅ塚 2号）、E 8 号（ޅ塚 4号）˞、

E 9 号（前田塚）、E10号（寺ౡ塚）、E11号（神谷塚）、E14号（཭山 1号）、

E15号（཭山 2号古墳）、E16号（֙塚）、E17号（シϣ΢シϋ΢）、E19号、

඿場塚

17

'群（塚原）
' 1号（一本ਿ）、' 2号、' 3 号、' 4 号、' 5 号、' 6 号（ݩ塚大明神）、' 7号、

' 8 号、' 9 号（諏訪社）、'10号（二ͭ塚） 
10

G群（上原） G 1号 1

群なし（ࣖ塚） 大塚古墳 1

˞「E 8 号（ޅ塚 1号）」のޡ記か。
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古墳ྫなどもこのൣᙝに属͢る。

　#ྨ  石室長が 9 N前後、石室幅が 1～ 2 Nのڱ小な一群の石室を͢ࢦ。石室高は 1 N前後が一ൠ的

である。ྨྫとして有明"- 1 号墳ྫ・有明"- 6 号墳ྫが͛ڍられ、上原G- 1 号墳ྫもこの種

の石室に֘౰͢る。

　$ྨ  石室長が 5 N前後、石室幅が 1～ 2 Nの石室で、#ྨにൺして石室長がやや୹い小形の石室で

ある。

　"～$の֤群の分布と石室ྨ型の検討では同ྨ型の石室がޓいにۙ接͢る޲܏がೝめられ、同一ྨ型

の古墳が࿈ଓして造築されたことが૝૾された。出土遺物の編年的考࡯からは古墳群の造営は 6世紀後

半から 7世紀前半と考えられて͓り、石室形ଶに明֬なࠩҟが存在しない事は造営期間の୹さにى因͢

ると考えられている。

　昭和63年（1988）にಸ良県藤ϊ木古墳から鳥形の০りが出土したことで、明࣏20年代に有明古墳群か

らも鳥形の金ಔ製๟႗形০൘が出土していたことが報道され穂高町の古墳群にର͢る世࿦の関৺が高ま

った。このため、౰時の穂高町及び穂高町教育委員会は町内所在の古墳にͭいてաڈの調査をもとに図

録を発行している（穂高町・穂高町教委1989）。ここでは『長野県史』で用いられた穂高古墳群という

"用されていないが、有明古墳群、຀古墳群、塚原古墳群、その他୯ಠ古墳を次表のように࢖はまͩޠ

～)の 8群78基（うちফ໓及びෆ明 8基）に分ྨしている。

ୈ11ද　h 穂高ொの古墳܈ͱͦのਓʑ （ɦ1989）

群 掲載された古墳 掲載数

有明古墳群・"群 " 1（ྕ塚）、" 3、" 6 "、（ཆ塚ݘ） 7（県塚）、" 8ফ໓ 5

有明古墳群・#群

# 1 （ͫいが塚）、# 2、# 3 （࿈塚）、# 4、# 5 （金堀塚）、# 6、# 7 、# 8 、

# 9 、#10、#11、#12、#13、#14、#15、#16、#17、#18ফ໓、#19、#20、

#21ফ໓、#22ফ໓、#23（ॕ塚）、#24、#25、#26、#27、#28、#29、#30、

#31、#32、#33、#34、#35、#36

36

（ফ໓ 3）

有明古墳群・$群 $ 1 、$ 2 、$ 3 、$ 4 、$ 5 5

%群 % 1 （ᲇү城۸） 1

຀古墳群・E群

E 1 （西຀塚）、E 2（三郎塚）、E 3、E 4 E、（塚ח） 5（上人塚）、

E 塚ޅ）6 3号）、E 7 塚ޅ） 2号）、E 8 塚ޅ） 1号）、E 9 （前田塚）（E跡 3）、

E10（寺ౡ塚）（E跡 2）E11（神谷塚）（E跡 1）、E12（඿場塚）（E跡 4）、

E13（඿場塚）（E跡 5）、E14（཭山 1号）（E跡 6）、E15（཭山 2号）ෆ明、

E16（֙塚）ෆ明、E17（シϣ΢シϋ΢）ෆ明、E18（཭山 3号）ෆ明、

E19ෆ明

19

（ෆ明 5）

塚原古墳群・'群
' 1 、' 2 、' 3 、' 4 、' 5 、' 6 '、（塚大明神ݩ） 7、' 8 、' 9 （二ͭ塚）、

'10（二ͭ塚）
10

G群 G 1 （上原古墳） 1

)群 ) 1 （大塚༷） 1
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　前記の図録にҾ͖ଓ͖、平成 3年（1991）には穂高町から『穂高町誌』が刊行された（穂高町誌編纂

委員会編1991）。穂高町所在の古墳は群集墳と୯ಠ墳に大別され、前者には"・#・$・E・'・G群、後

者にはࣖ塚大塚（) 1）・穂高神社本఼എ後の੝土・ᲇ石َ۸（% 1）があてられた。な͓、୯ಠ墳のう

ち穂高神社本఼എ後の੝土にͭいては、「この੝土を古墳と観るにͭいての事༝はॆ分ではない」とさ

れて͓り、穂高古墳群の構成要ૉとしてはཹ保されている。

　ۙ年は國學院大學考古学研究室によって穂高古墳群の調査が実施されている。平成21年（2009）には

'営Ξϧϓスあづみの公Ԃ内に所在͢るࠃ 9・'10号墳の墳丘実測が行われ、ཌ年からは' 9号墳の発

掘調査がܧଓされて͓り年度͝とに報告書が刊行されている。平成26年（2014）発行の報告書によると、

穂高古墳群の理ղを研究史にしたがってଊえて͓り分布は"群 1～ 8、#群 1～37、$群 1～ 7、%群 1、

E群 1～19、'群 1～10、G群 1、)群 1という 8分ྨ、ݱঢ়で֬ೝで͖ないが文ݙ上記載されたྫがあ

る古墳もؚめ総数87基Ҏ上と考えられている（吉田他編2014）。な͓、' 9号墳の発掘調査はܧଓ中で

ありৄࡉな成果にͭいては調査ऴྃ後のਖ਼式報告を଴ͭことになるが、ݱ在までに出土した須恵器から

は 6～ 7世紀及び 8世紀の年代がಘられている。また、この報告書には桐原健ࢯによる࿦考も掲載され

て͓り、この中で穂高古墳群にՃえࡄ川東؛の潮古墳群も分ੳର৅として古墳時代から明科ഇ寺へのม

ભを考࡯している（桐原2014）。

ୈ12ද　h 穂高ொࢽ （ɦ1991）

群 掲載された古墳 掲載数

"群
" 1（ྕ塚）、" 2ほ΅ফ໓、" 3半յ、" 4ফ໓、" 5ফ໓、" "、（ཆ塚ݘ）6 7（県塚）、

" 8ফ໓
8

#群

# 1 （ͫいが塚）、# 2、# 3 （࿈塚）、# 4、# 5 （金堀塚）、# 6、# 7 、# 8 、# 9 、#10、

#11、#12、#13、#15、#16、#17、#19、#20、#23（ॕ塚）、#24、#25、#27、#28、#29、

#30、#31、#32、#33、#34

29

$群 $ 1 、$ 2 、$ 3 、$ 4 、$ 5 5

%群 % 1 （ᲇ石َ۸） 1

E群

E 1 （西຀塚）、E 2（三郎塚）、E 3（े三屋敷西古墳）、E E、（塚ח）4 5（上人塚）、

E 塚ޅ）6 3号古墳）、E 塚ޅ）7 2号古墳）、E 塚ޅ）8 1号古墳）、E 9（前田塚）、

E10（寺ౡ塚）、E11（神谷塚）ෆ明、E12（඿場塚 1号古墳）、E13（඿場塚 2号古墳）、

E14（཭山 1号古墳）、E15（཭山 2号古墳）、E16（֙塚）ෆ明、

E17（シϣ΢シϋ΢఼）ෆ明、E18（཭山 3号古墳）ෆ明

18

'群
' 1 （一本ਿ古墳）、' 2、' 3 、' 4 、' 5 、' 6 （中上古墳）、' 7、' 8 、' 9 （二ͭ塚）、

'10（二ͭ塚）
10

G群 G 1 （上原古墳） 1

)群 ) 1 （大塚༷） 1
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ୈ18図　穂高古墳܈古墳෼෍図
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⑷　上原古墳調査の研究史

在のところ、穂高古墳群G群は上原古墳のみで構成されると考えられている。しかし、෇ۙに「塚ݱ　

田」の小ࣈ名があることや、աڈに大石が掘り出されたことなどから、今後新たに古墳が発ݟされるՄ

ೳੑもある（猿田1931）。また、ط出遺物として「上原」出土の௚౛が穂高ڷ土資料館に保؅されてい

るが、この遺物が昭和 5年Ҏ前に上原古墳から出土したものか上原区内の他所から出土したものかは֬

ೝで͖ていない。

　上原古墳ではݱ在までに 4次にわたる発掘調査が実施されて͓り、֓要は次表のと͓りである。これ

まで上原古墳をऔり上͛た࿦考や報告にͭいては、平成13年（2001）の報告に要ࢫが掲載されている

（穂高町教委2001a）。本書では、今回の報告に大͖くかかわる研究にͭいて֓観͢る。

ୈ ø࣍ൃ۷ௐࠪ

　上原古墳は昭和 5年（1930）に上原地区の水田中から発ݟされ、同年 5月24～25日に猿田文紀ࢯによ

って調査された（猿田1931、1933）。発ݟのܖ機は、田地の所有者が耕地整理のため地ۉしをしたとこ

ろ大石が出ݱし掘りਐめた結果、さらに数個の石が石֞ঢ়に石積となっているのを֬ೝしたことによる。

報告中には、これより東方約0.5LNの地に塚田という小ࣈ名があり、෇ۙより約40年前（1890年ࠒか）

に大石を掘り出して石ౝ 3個を作ったことや、ࡢ年（1929年か）大石 2個を他所へҠసして埋めたこと

などが記されている。

　発掘の結果、墳丘はほとんど࢒存していないとされ、主として石室の調査が行われた。石室はࠨӈ及

びԞの 3面の石นと天井石 2個がݱ存していた。構造は「ԣ穴式石廓」と理ղされ、ત道はなく、石室

໛はਖ਼南に面して南北の長さ8.1N、幅の記載はない（5）。石室はӊ川系౷のՖቋ岩のみで築造されて͓ن

り、大͖な石はԞน基ఈに高さ0.88N、ԣ1.2Nのものが࢖用されているのみであった。また、石室の東

นはਨ௚であるが西นは上部が約0.3N内ଆへுり出して͓り、ఈ面には小᛽と࠭རが 2～ 3 DNのްさ

で敷かれていた。׹は֬ೝされて͓らͣ、木׹が෗ٺしたՄೳੑもࣔࠦされている。猿田ࢯは次の理༝

をྻڍし、上原古墳がҎ前に（遺物や石࠾ࡐ集目的の）発掘がなされたと考えている。

（5）　長野新ฉ（昭和 5年 5月26日෇͚）には、「Ԇ長ീϝーτϧ幅一ϝーτϧ࢛分長さ二ϝーτϧの古墳と൑明」と報
告されている（信濃考古学会編1930）。

ୈ13ද　上原古墳ൃ۷調査ه࿥

調査次 調査年 調査原因 調査内༰ 文　ݙ

第 1次 昭和 5年（1930） 緊急発掘調査 石室を中৺として発掘 猿田1931、1933

第 2 次 平成11年（1999） ೶業基盤整備事業 上原古墳पลに35箇所のτ

Ϩンνを設ఆし、約500㎡

を調査

穂高町教委2001a

第 3 次 平成14年（2002） 保存整備のための調査 石室の清૟及び石室実測図

の作成

安曇野市教委2015（本書）

第 4次 平成15（2003）～

16年（2004）

保存整備のための調査 石室の෮ݩ及び保護、墳丘

の෮ݩ

安曇野市教委2015（本書）



第 2章　穂高古墳群G 1号墳（上原古墳）第 3次・第 4次発掘調査

─ �� ─

　 1 　֖石がࣦࢄし、ೖۙޱくの一箇もॎになりてམࠐんでΙた事。

　 2　北より一・三ถの地ᴍに、間੾りをしたとはࢥはれないଆน࢖用大の石が、ࡶ然と埋ͭてΙた事。

　 3　Ԟนより三・七ถ（6）、ೖޱまではຆんど全部ଆน大の石をҎて埋められてډた事。

　 。表面より約े઺ถҐにて、馬具の破片数ᴍ発掘せられた事ݱ、室上部ݰ　4

　 5　土器の破片にຆんど׬全に͖ۙものなく、同一箇所から出たものも器の形に合せられない事。

　 6　発掘物の大部分はᒛのఈ面、࠭ར૚のลにあͭたが、土器の破片及び馬具ྨがਨ௚的Ґஔも、水

平的Ґஔもかなりҟなりたるものʍあͭた事。

ୈ19図　昭和 5年ൃ۷調査࣌の石室（Ԑా1931）

ୈ14ද　南҆ಶ܊穂高ொ上原古墳ൃ۷ʹबͯ（Ԑా1931）

発掘品 数　ྔ 内　༰

ॕ部土器 破片約ඦ箇 。全なるもの一ͭもなし׬

イ　灰৭にて釉ༀを附せざるもの。

ϩ　緑৭をଳび釉ༀを附したるが೗くݟΏるもの。

ϋ　׊৭をଳびたるもの数఺。

ニ　ࢳ৲を有͢るもの数఺。

ྨۄ े二箇 イ　ޯۄ七箇（7）、内੺ᘮᘨ製三箇、水থ製一箇、ᠴਯ製三箇。

ϩ　ۄ؅一箇。ปۄ製。

ϋ　੾ۄࢠ二箇、水থ製。

ニ　小ۄ二箇、ྤཨ৭、ᘙཨʁ

金؀ 二箇 ۭ؅にて७金らし。

馬具 破片多数 ଖ内׬全に͖ۙものはۻのみで、鉄にಔ及び金ுりをҎて૷০し、ਫ਼޼なるもの

である。破片は上下ࠨӈҐஔをちがへて発掘した。

౛ イ　௚౛一、᭸なし、総長ޒʓ઺、ް三.三઺。

ϩ　小౛ࢠ二、一本はやや׬全にۙいが他の一本は破片のものである。

人ࠎ 。ありࠎめてগ数の人ۃ

（6）　第21図（猿田1933）では4.78Nとなっている。
（7）　この報告中で図ࣔされているޯۄは 8఺である。
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　出土遺物としては、ॕ部土器（須恵器）破片約100個、12ྨۄ個、ۭ؅の金؀ 2個、馬具破片多数、

౛があり、ॕ部土器（須恵器）には׬形品がないと報告されている。これらの内༁は第14表のと͓りで

ある。また、これら遺物の他に発掘品として「ۃめてগ数の人ࠎあり」との記載がある。

　この猿田文紀ࢯによる調査・報告をう͚て、昭和 7年（1932）には今井眞樹ࢯを調査委員としてݱ地

֬ೝ及び検討が行われ、昭和 8年（1933）に『長野県史跡名勝天然記念物調査報告書』第14輯の中で報

告された（今井1933、猿田1933）。この報文中には猿田ࢯの報告がҾ用されて͓り、猿田ࢯは前ड़調査

のཌ年に実施した再調査にてત道有ແと石ᒛن໛にͭいてमਖ਼している。͢なわち、昭和 5年（1930）

調査時にはત道はなく石室ن໛は8.1Nとしていた所ݟを、昭和 6年（1931） 4 月の再調査の結果「長

さ 2 N、幅0.9Nのત道ある事を発ݟして前記ત道なしとの項を訂ਖ਼」し石ᒛの長さを10.1Nとした。

　この報告に͓いて今井ࢯは「存ٙଖ一　上原古墳と竪穴式石廓」、「存ٙଖ二　上原古墳と穂高神社神

域」、「存ٙଖ三　上原古墳副葬品と埋葬者の਎分」の 3఺のٙ໰をఄして古墳を保存͢΂͖所Ҏをड़΂

ている。

　存ٙଖ一にͭいては、昭和の時఺での水田面のඪ高と古墳石室の֖石上面及びଆน上面のൺ高から、

上原古墳がطに発掘されたとみるよりは開ࠖ౰初に֖石のҐஔมߋ౳により石室内に土࠭がؕ຅したと

考えている。さらに、ӊ川の൙ཞによるཊ土のଯ積がॏなりߑ積地に築造されたԣ穴式石廓古墳が埋຅

したとਪ࡯されているものの、一方で上原古墳の西方に所在͢る西穂高村ࣈ塚原中上のط発掘古墳（8）の

石室が竪穴式と考えられ、ೖޱ෇ۙのଆนのみ高さが他とҟなる特௃が上原古墳とྨ͢ࣅることをࠜڌ

として、上原古墳も竪穴式と૝૾している。この記ड़Ҏ߱『長野県史』の刊行までの間、上原古墳及び

塚原中上の古墳に代表される「竪穴式石廓」を有͢る古墳が安曇地方の特৭とଊえられることとなった。

　存ٙଖ二に͓いては、ӊ川流域の他の古墳がཱࡗ内とݺ͹れる穂高神社の神域をආ͚て分布している

のにରし上原古墳のみ域内に割ڌしている఺にͭいて、次の 5項目の観఺をఏࣔしている。

　 1　穂高神社とӊ川流域古墳群との関係在りやແしや。

　 2　ӊ川流域古墳群中上原古墳は他の古墳とは別系に属͢る古墳なりや൱や。

　 3　古墳のຌてがߑ積地に築造せられ穂高神社がԭ積地に௟࠲してۮ然に古墳群のҐஔと穂高神社の

。る΂͖かݟ神域内と区別せられ上原古墳のみが築造年代の関係上その域内にೖりしとཱࡗ

　 4　古墳築造౰時طに穂高神社がこの地に௟࠲してその神域をආ͚しとݟる時はこの上原古墳のみ神

域内に在るをҎて೗Կにղऍ͢΂͖か。

　 5　穂高神社࠷初の௟࠲がൺֱ的後世に属せしҝめ上原古墳はその古墳たりしやを๨られてそこに神

社が૑建せられしか。

　存ٙଖ三では、上原古墳出土遺物のうち穴のपғに三ےのࠁみを有͢るۄޯ࣭ۄߗ（いわΏるஸࣈ಄

をもͭޯۄ）にͭいては高貴な人のဩ用͢るものである఺、౏金した馬具（ڸ൘）はك有の௝品である

఺が͛ڍられた。

'在の穂高古墳群ݱ　（8） 6号墳と考えられる。墳丘はなく、ݱ水田面より下方に石室が築かれている。天井石はない。
石室のن໛は全長5.95N、幅1.50N、高さ1.15N。ᑨۄ 1఺が出土している（穂高町誌編纂委員会編1991）。
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ୈ20図　昭和 5年ൃ۷調査࣌の石室（Ԑా1933）

ୈ21図　昭和 5年ൃ۷調査࣌の遺物出土状況（Ԑా1933）
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ʰ৴ೱ࢙ྉʱ͔Βʰ௕໺࢙ݝʱ΁

　昭和31年（1956）の『信濃史料』第 1巻でも、上原古墳は長方形の竪穴式石室を有͢る円墳とされ、

長さ9.0N（ત道2.0N）、幅1.8N、高さ1.0Nで石室は地平線下にありと報告された（信濃史料刊行会

1956）。また、このஈ֊でも穂高町にある地下式の竪穴式石室は信濃では௝しい内部構造とଊえられて

いる。

　昭和43年（1968）には『南安曇郡誌』が改訂され、上原古墳にͭいても記載された（南安曇郡誌改訂

編纂1968）。竪穴式石室を有͢る円墳であること及び石室ن໛や出土遺物にͭいての記載は『信濃史料』

第 1巻を౿ऻしている。また、ྨۄ及び金؀の実測図も掲載された。

　昭和45年（1970）に穂高町教育委員会から発行された報告書では、昭和39年（1964）からの調査に͓

いて上原古墳は有明古墳群及び西穂高古墳群と同ྻに群集墳の一部としてೝࣝされG群とされた（穂高

町教委1970）。たͩし、報告書が作成された調査目的が穂高町内所在の古墳群保存のためのݱঢ়೺Ѳで

あるためか、記載内༰は『信濃史料』第 1巻を౿ऻして͓り、石室は竪穴式石室とされている。

　穂高町教育委員会による調査・報告をもとに昭和42年（1967）から『長野県史』編纂のため長野県教

育委員会による分布調査も実施された（長野県編1981、1983）。『長野県史』では、穂高町教育委員会の

用して古墳群を"～G群に大別したことは前ड़のと͓りであ࢖ղを౿ऻして「穂高古墳群」の名শをݟ

る。上原古墳にͭいては、松本市安塚古墳とൺֱし同͡構造であるとしてԣ穴式石室とೝࣝされた。

ୈ22図　上原古墳出土ྨۄ・金属器（௕໺ݝฤ1983）
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　石室の平面ن໛は猿田ࢯの報告をࢀ考として全長10.1N、ݰ室長8.1N、ત道2.0Nとされ、ଆนは野面

石を 4～ 5ஈに積み、Ԟนは一枚石をཱてた上に 2～ 3ஈ積んでいるとされる。また、出土遺物にͭい

ても再調査され、特に金属製品にͭいて新しく実測図が掲載され内༰がৄड़された（第22図）。これま

で馬具として一ׅされ、個別にはڸ൘෇とされていたۻは۝༵文ڸ൘を͚ͭたۻ一式とされ、この他に

ҍ葉、௰金具、০金具が出土したことが明らかになった。

　この『長野県史』編纂の一؀として、岩崎卓也ࢯ・松尾昌彦ࢯ・松村公仁ࢯにより実施された古墳群

の再調査の結果が昭和58年（1983）に発表され、上原古墳にͭいても報告された（岩崎他1983）。石室

にͭいては埋຅して͓り実ݟで͖ないため猿田ࢯの報告をࢀরしてԣ穴式石室としͭͭ、ن໛は『信濃

史料』第 1巻と同༷に長さ9.0N、幅1.8Nとされた。遺物にͭいては、猿田ࢯによる第 1次発掘調査で

出土し穂高神社所蔵となっていたྨۄ・金属器にͭいて実測図及びৄࡉが掲載された。実測図は『長野

県史』にも掲載されたが、遺物のৄࡉにͭいては本࿦をࢀরし第15表を作成した。ஸࣈ಄のޯۄをؚΉ

ୈ15ද　上原古墳出土ྨۄ・金属器Ұཡ（࡚ؠଞ1983から࡞੒）

No. 名　শ 大͖さ 備　考

1 ώスイ製ޯۄ 長1.51DN、幅0.86DN、ް0.50DN ஸࣈ಄、片ଆઠ޸

2 ώスイ製ޯۄ 長1.42DN、幅0.94DN、ް0.57DN ྆ଆઠ޸

3 ώスイ製ޯۄ 長1.80DN、幅1.22DN、ް0.76DN ஸࣈ಄、྆ଆઠ޸

4 ώスイ製ޯۄ 長2.12DN、幅1.42DN、ް0.89DN 片ଆઠ޸

5 ϝϊ΢製ޯۄ 長2.69DN、幅1.62DN、ް0.82DN 片ଆઠ޸

6 ϝϊ΢製ޯۄ 長2.88DN、幅1.56DN、ް0.90DN 片ଆઠ޸

7 ϝϊ΢製ޯۄ 長3.30DN、幅1.83DN、ް0.95DN 片ଆઠ޸

8 ϝϊ΢製ޯۄ 長2.95DN、幅1.76DN、ް0.88DN 片ଆઠ޸

9 ปۄ製ۄ؅ 1.99DN、長2.70DNܘ 片ଆઠ޸

10 水থ製੾ۄࢠ 1.39DN、長2.28DNܘ 片ଆઠ޸

11 水থ製੾ۄࢠ 1.73DN、長2.50DNܘ 片ଆઠ޸

12 Ψラス小ۄ 0.71DN、長0.49DNܘ ৭ࠠࢵ

13 Ψラス小ۄ 0.67DN、長0.49DNܘ ৭ࠠࢵ

14 金؀ 長1.41ܘDN、୹1.26ܘDN、ް0.28DN 金ಔ製中ۭ式

15 金؀ 長1.33ܘDN、୹1.32ܘDN、ް0.29DN 金ಔ製中ۭ式

16 ௚౛ 存長64.8DN、਎長54.6DN、ް0.6DNݱ あり、᭕化著しい޸に目ఝܪ

17 ౛ࢠ 長5.7DN、਎幅1.5DN、ް0.5DNܪ、存長12.9DNݱ ੾ઌܽଛ、ܪに木࣭ࠟ、目ఝ޸౳なし

18 鉄製௰金具 ް0.5DN

19 ০金具 長2.7DN、幅2.0DN、ް0.3DN 鉄地ۜு

20 ৺葉形ҍ葉片 存幅2.7DN、ް0.5DNݱ、存長3.2DNݱ 鉄地金ಔு、ԑ金ּමཹめ

21 ۻ൘෇ڸ

幅7.1DN、ް0.5DNݩ൘ɿ長7.3DN、෮ڸ

᭏ɿ長12.3DN、ް0.6DN

Ҿ手ɿ長13.9DN、ް0.7DN

ڸ、൘は鉄地金ಔு、ԑ金ּමཹめڸ

൘ཪ面に؀ମを෇属し、᭏・Ҿ手はこ

れに࿈結͢る。Ҿ手୺؀は֎൓͢る。
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には新しい時期の特௃がみられるとさۻ൘෇ڸ۝༵文の鉄地金ಔு、の૊成は古૬をཹめる一方でྨۄ

れる。この他、中ۭの金؀は 6世紀後半Ҏ߱に੝行͢るとされ、上原古墳の上ݶを 6世紀後半と考えて

いる。な͓、石室構造のڞ௨ੑから" 1号墳（ྕ塚）も同時期と૝ఆされた。

　昭和62年（1987） 1 月 1 日෇͚の信濃毎日新ฉでは古代信भにͭいての特集中で、穂高神社所蔵の上

原古墳出土௚౛及び馬具の$."（ྖ޿域高଎度ݩૉ分ੳ૷ஔ）ղੳを新日鉄にґཔし、ݩૉ分ੳを実

施した。この結果、௚౛にはνタン化合物がؚ有されて͓り、௚౛の原料となった鉄が࠭鉄からͭくら

れたこと、しかし馬具は࠭鉄ではなく鉄߭石からͭくられていることが൑明したと報告された。

ୈ ù࣍ൃ۷ௐࠪ

　上原古墳第 2次発掘調査は、平成11年（1999）に「担い手育成基盤整備事業　穂高西部地区」にઌཱ

ͭτϨンν๏を用いたࢼ掘調査として実施された（穂高町教委2001a）。昭和 5年（1930）の猿田ࢯによ

る第 1次発掘調査Ҏ߱は発掘が実施されなかったため遺物の検討が中৺となって調査研究が͢͢められ

て͖たが、この調査によって墳丘にͭいて初めて調査が行われ検討されることとなった。

　調査結果としては、前ड़のと͓りपลに埋຅したະ஌の古墳は֬ೝされなかったことの他、石室は౰

時の地表を約 1 N掘り下͛て構築されたと考えられること、上原古墳墳丘にかかるτϨンνのଯ積ঢ়گ

の分ੳから墳丘は西高東௿の自然地形の੍約をう͚てඇରশ系であったՄೳੑがあること、पߔをもͭ

Մೳੑがあることなどが今後の検討՝୊としてఏࣔされた。また西ଆτϨンνでは集石がೝめられ、こ

こから須恵器֖とᆀが出土した。これまで墳丘はほとんど࢒存していないと考えられて͖たため、第 2

次調査によって墳丘が֬ೝされた意ٛは大͖い。

　本書掲載の第 3次・第 4次発掘調査では、第 2次調査でఏࣔされた՝୊を念಄に墳丘・石室の実測図

作成を実施している。
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4 　調査の概要

⑴　調査の方๏

　第 3次・第 4次発掘調査区は上原古墳の墳丘पลとした。調査面積は約80㎡である。調査方๏にはτ

Ϩンν๏を࠾用し、墳丘にT 1～ 5の 5箇所のτϨンνを設ఆした。T 1は石室の主軸にରして௚行し、

T 2は石室の主軸上で南ଆの前庭部෇ۙ、T 3は主軸上で北ଆとなる。さらに、石室北西にT 4、前庭

部西にT 2と平行͢る形でT 5を設ఆした。この他、墳丘・墳୺の清૟をして෪石౳の֬ೝを行った。

　第 3次調査では、石室の清૟を行い実測図を作成した。清૟作業は石室内ଯ積土আڈを手作業で͢͢

め、昭和 5年Ҏ߱に埋຅したࡍのଯ積土にはϑϧイは࢖用していない。চ面෇ۙの෴土はס૩ϑϧイで

遺物౳の検出に౒めたが、遺物౳は֬ೝされなかった。な͓、掘࡟土৕の主ମは昭和 5年Ҏ߱に埋຅し

たࡍのଯ積土であったため、石室内の土૚அ面図は作成していない。石室清૟後には実測図作成を行っ

た。実測後、ݥة๷ࢭのため土のうାにपลの土を٧めて全ମの 3分の 2ఔ度埋໭しを行い、第 3次調

査はऴྃした。

　第 4次調査では、まͣT 1を設ఆし掘࡟を開࢝した。τϨンνの掘࡟は基本的にᶗ～ᶛ’૚をॏ機で

掘り下͛、それより下૚は手作業でਫ਼査した。たͩし、T 2・T 3 は全て手作業で掘り下͛ている。τ

Ϩンνで墳丘の埋຅・ঢ়گを֬ೝした成果を基に、墳丘上にଯ積した土৕をআڈし墳丘の形を෮ݩした。

このࡍに、墳丘及びपลから遺物が出土したため出土Ґஔを記録してऔり上͛た。また、աڈの水田造

成౳で墳丘からআڈされた෪石が調査区࿬に集積されていたため、これを墳丘に෪͖な͓した。この後、

平൘測ྔで墳丘の平面実測、౳高線測ྔを行った。このࡍに、ત道෇ۙで่མしている石室構築ࡐの石

を原Ґஔに෮ݩした。実測図作成後は石室を全部埋໭し、石室の平面形がわかるようにサインとしてϨ

ンΨを墳丘上の地表面に設ஔし第 4次調査をऴྃした。

Өした。室内整理作業にࡱ用して35NNΧラーϑΟϧϜで࢖ϨϑΧϝラを؟場作業でのࣸਅは、一ݱ　

͓いては、σδタϧ一؟ϨϑΧϝラを࢖用してࣸਅࡱӨを行った。また、金属製品のエοΫス線ࣸਅは

保存処理業຿委ୗのաఔでࡱӨした。

　遺構図面౳の整理は、平成26年度に安曇野市文化財資料センターにて実施した。ݱ場実測図面のτϨ

ースをコンϐュータで行い報告書用図版を作成した。また、ࣸਅ図版も同༷にσδタϧ化して作成した。

遺物のうち須恵器౳の整理にͭいては、ݱ場作業ऴྃ後から穂高ڷ土資料館でચড়・஫記・接合を行い、

形にۙい須恵器は平成25年度までలࣔ資料とした。平成26年度には、これらの実測・τϨース・ࣸਅ׬

土資料館で保؅されてڷӨ౳を行い、本書を作成した。また、金属製品は保存処理ະண手のまま穂高ࡱ

いたため、平成26年度に委ୗ業຿として保存処理を実施した。

　な͓、遺物の஫記と出土Ґஔのରরは第16表のと͓りである。
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ᾈ　૚ং

　平成15年度の第 4次発掘調査では、墳丘の埋຅ঢ়گを֬ೝ͢るためT 1～ 5の 5箇所のτϨンνを設

ఆして土૚観࡯を行った。このうち、T 1は石室主軸に௚行し石室の東西に設ఆした。この結果、土૚

はᶗ～ᶙ૚、Ⅳ～ᶛ૚、ᶜ૚、ᶝ～ᶠᶗ૚、ᶠⅡ～ᶠⅣ૚の 5ͭに大別された。上原古墳築造౰時のप

ลは、その౰時の地表と考えられるᶠⅡ૚が෗২࣭のࢵࠇ৭土でԒがないことから、਑葉樹ではなくࡶ

૲かམ葉޿葉樹の葉などがଯ積͢るڥ؀下にあったことがਪ࡯される。また、ᶠⅡ૚より下の土૚が、

࠭ར૚、࠭૚であること、古墳南ଆの೶地整備のࡍに地下数ϝーτϧにわたって࠭ར૚がଯ積している

場所が֬ೝされていること౳から、築造時Ҏ前には古墳南ଆに河川があり、上原古墳のपลはその൙ཞ

原であったことがわかる。な͓、この河川はӊ川を水ݯと͢る自然流である柏原沢水系と考えられる。

　ཱ地にͭいては、上原古墳が埋຅͢る原因となったԡし出しੑのߑ水༝དྷのᶜ૚が、古墳の西ଆから

南ଆにはଯ積しているが、古墳の北ଆ及び東ଆのτϨンνの土૚セΫシϣンにはまったくݟられないこ

とからߑ水は西方޲から古墳にぶͭかり、墳丘の西ଆから南ଆ裾を巻くように流れ東に流下したことが

わかる。また、古墳築造౰時の面であるࢵࠇ৭土ᶠⅡ૚が、古墳北ଆではݱ在の地表面より約1.0N下

から、南ଆでは約1.5N下から֬ೝされ、古墳の北ଆと南ଆで50ᶲ༨りの高௿ࠩがあることもわかる。

Ҏ上の఺から、古墳が築かれた౰時の地形は、北ଆから南ଆにுり出した南ࣼ܏のඍ高地、あるいは、

西から東に流下͢る河川の؛ࠨஈ丘をར用して構築されていることが൑明した。な͓、石室のೖޱはそ

の下ஈに設͚ている。

ୈ16ද　上原古墳஫هରরද

஫　記 出土Ґஔ
6, 上原古墳
6,E 上原古墳東ଆ
6,EτϨ下 上原古墳東ଆτϨンν下૚
6,E下 上原古墳東ଆ下૚
6,E下τϨ 上原古墳東ଆτϨンν下૚
6,8 上原古墳西ଆ
6,8 3τϨ下 T 4下૚
6,8-T 上原古墳西ଆτϨンν
6,8 1τϨ下 上原古墳西ଆT 1下૚
6,N- 1 τϨンν下 T 3下૚
6,; 上原古墳前庭部
6,;01 上原古墳前庭部
6,;E 上原古墳前庭部東ଆ
6,E; 上原古墳前庭部東ଆ
6,;-8 上原古墳前庭部西ଆ
6,;8 上原古墳前庭部西ଆ
6,　日෇　石室ೖޱ 上原古墳石室ೖޱ
6,ೖ8ޱτ 上原古墳ೖޱ西ଆτϨンν
掘集中区6,8τϨンνࢼ 上原古墳ࢼ掘8τϨンν集中区
シーϧఴ෇ 上原古墳　昭和 5年出土遺物
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ୈ23図　上原古墳墳丘堆積状況図
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5 　遺構

⑴　墳丘

　墳丘は部分的に࡟平されて͓り、その時期は大͖く分͚て 2回ある。 1回目はۙ世のऴわりからۙ代

にか͚て石ౝ用の大石が 3個掘り出されたと఻えられている時期で、墳丘中ෲを部分的に࡟っている。

2回目は昭和 5年（1930）の調査前後の೶地整備をした時で、墳丘上部を࡟平している。このࡍにも天

井石౳大͖な石が࣋ちڈられたと఻えられている。しかし、前ड़のと͓り古墳築造౰時の面と考えられ

るࢵࠇ৭土（ᶠⅡ૚）が古墳北ଆでݱ在の地表面より約1.0N下から、南ଆで約1.5N下から֬ೝされた

ことから、上部と中ෲの一部をআく墳丘の多くが埋຅して࢒存していることが今回の調査でわかった。

　墳丘を構築している土（ᶝ～ᶠᶗ૚）は、࠭ར・࠭・シϧτ౳を多くؚみ、全ମ的に盤築されている

をड͚た。また、これらの土は他所からのൖೖ土のような特घな土ではなくपลの土࠭（ᶠⅡ～ᶠⅣײ

૚）をར用したものとࢥわれる。また古墳裾からわͣかに高いҐஔから、土ཹめとݟられる人಄大から

それよりやや大͖めの石がݟられた。また、石室上部पลや墳丘北西裾からは、数多くの人಄大からや

や小さめの石が出土している。これらの石は、開田で࡟平されたࡍに出土したものを集めたものと考え

られ、その全ମྔからਪ͢࡯ると墳丘の表面全ମに石を෪いていたՄೳੑが高い。この෪石と考えられ

る石は石室に࢖用された石とはҧい、௚接ӊ川からӡൖしたものではなく౰時古墳南ଆを流れていた河

川よりӡびࠐまれたものと考えられる。石の種ྨは、Ֆቋ岩を主とし೪൘岩、࠭ߗ岩、νϟーτ౳であ

る。今回の墳丘෮ݩ作業では古墳ೖޱ部྆࿬から（石室ଆนからのฒびの石はআいて）墳丘前面下半部

にか͚ての෪石は֬ೝされなかったため、今回の整備では石を෪かなかった。しかし、前ड़のߑ水ੑ出

水のࡍに࡟られたՄೳੑも考えられる。

　墳丘の大͖さは東西約13.8N、南北約14.5Nを測る。石室の中৺線より西が7.8N、東が6.0Nで、西ࣼ

面より東ࣼ面の方が、ޯ഑が急で、石室の主軸は中৺よりやや東にدる。このことは、このลりの地形

が、西が高く東が௿いࣼ܏の地形であることにى因͢るためと考えられる。な͓、西ଆ墳丘の北西部に

はςラスঢ়にுり出した集石が֬ೝされ、集石内から須恵器のᆀ、֖が故意に割られて多数出土してい

る。

　पߔにͭいては、今回のτϨンν調査からは֬ೝ͢る事がで͖なかったため、存在͢るՄೳੑは௿い。

ᾈ　石室

　上原古墳は、ஈ丘ঢ়の地形をར用して築かれた古墳で、ஈ丘下の南方޲に開ޱしたແକのԣ穴式石室

である。石室内に࢖用されている石の多くは上原古墳の北西約900Nを流れるӊ川の本流から形のよい

Ֆቋ岩౳をબびӡびࠐまれていると考えられ、石ࡐ別の構成ൺはՖቋ岩 8割、࠭ߗ岩 2割である。ཪࠐ

めの石はわͣかにݟられるఔ度で、ほとんど౰時の地表面下及び、पลの࠭རを࢖用し盤築してある。

　石室のن໛は、長さ9.2N、ۊはԞน෇ۙで1.26N、中央で1.42N、ݰ室とત道ڥで1.50N、น高は1.40

～1.75Nを測り、主軸はਅ北を͢ࢦ。

　Ԟนには高さ約90DN、幅約130DNの一枚の大石をࠊ石݉ڸ石として഑している。ଆนには、石室を
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構築している石の中でもൺֱ的大͖な50～100DNの石をࠊ石としてਾえている。ࠊ石より上にͭいては、

市内の他の古墳の石室がࠊ石よりやや小ぶりの石をݓ大の小さな石を間にかませながら上へと積み上͛

ているのにରし、上原古墳の場合は౰初から小さめの石を積み上͛上部に再び大͖な石を載せその上に

天井石を載せていたものと考えられる。

　な͓、今回の史跡整備事業に͓いてݰ室とત道のڥ෇ۙのଆนが่れていたҝ、ࠨӈのนとも積み௚

しをした。また、ݰ室とત道のڥ石であるཱ石は౰初東ଆのみで֬ೝされ西ଆでは֬ೝで͖なかったが、

積み௚しのࡍに西ଆでもԣ౗しとなったཱ石が֬ೝで͖原Ґஔとࢥわれる場所にਾえ௚した。ଆนの༷

をडײく܏で、東ଆはਨ௚ないしは東ଆにやや͡ײは西ଆが࣋ちૹりҎ上にかなり内ଆに౗れֻかるࢠ

͚た。これは地਒のӨڹのՄೳੑがある。石室の石積みにͭいては、南北で࢖用している石の大͖さが

ҟなり、西・東นで石積みの方๏がҟなる。

⑶　墳丘の埋຅աఔ

　τϨンν調査で֬ೝされたଯ積ঢ়گから埋຅の開࢝時期はಸ良時代ऴわりࠒと考えられ、この時఺か

らݱ在にࢸるまでに࠷௿でも 8回の出水が֬ೝで͖る。これらの出水による水流は、ある時は؇やかに、

またある時は人಄大の大石を流͢急流として流ྔをมえながら、古墳南ଆに土࠭౳をଯ積させている。

そのため、古墳築造後わͣかの期間で、南ଆ河川の河চが古墳の石室চ面より高くなり、河চにଯ積し

た࠭・シϧτ・೪土૚を水がえ͙り石室内を水຅させている。石室চ面にはଆน下部からܨがるϞάラ

穴のような水
み㆚

道
みㆡ

がԿ本か֬ೝされ、চ面のシϧτがϚーブϧฑをఄしている箇所౳も観࡯された。この

ことは、ଆน及び開ޱ部の集石のܺ間から水がਁೖし石室が水຅したূである。また、上原古墳が発ݟ

されるҎ前、水田開発が行なわれたࡍに水田の水が地下の穴にٵいࠐまれるようなݱ৅がݟられたとい

う఻ฉもこのことにى因しているものとࢥわれる。
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6 　遺物

⑴　土器ྨ

　出土した須恵器は࿪んͩものがほとんどで、生׆用品として࢖うには଱えない製品をいくͭかの༼場

から௚接、ڙ出させているײをड͚た。このことは、଻土、ম͖৭、器の๏ྔ、整形・調整の特௃౳が

まったく同͡土器が 2セοτから多いもので 4・ 5セοτͣͭ֬ೝで͖ることからいえる。

　今回の調査で出土した遺物のほとんどは、ุ前ࡇ᛾にかかわる遺物と考えられるが、鉄地金ಔுりと

め金具、石製品など、本དྷは石室内の副葬品と考えた方がよいものもある。昭和 5年（1930）の猿田ࢯ

の発掘所ݟの中にも、遺物がݰ室চ面よりかなり上૚で出土している఺をࢦఠし、「Ҏ前に発掘された

とࢥわれるٙ໰の఺」として遺物や石࠾ࡐऔの目的で発掘されていたՄೳੑを͛ڍている。

1:150 5m

౔ث

石製品
金属ثલఉ෦

෿ٰ੄౦

લఉ෦੢

෿ٰ੄๺੢

T1 T1

T2

T3

T4

T5

ୈ24図　上原古墳遺物出土位置図
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　第 3次・第 4次発掘調査がऴྃし、墳丘裾東、墳丘裾北西、前庭部及び前庭部西ଆから土器の破片が

数多く出土したことから、昭和 5年（1930）の第 1次調査のࡍに出土し穂高神社に所蔵されている須恵

器ྨと接合させるඞ要が生͡た。このため、穂高町教育委員会は穂高神社から上原古墳出土土器をडೲ

し、今回の出土遺物とともに接合・෮ݩ作業を行なった。Ҏ下では、出土地఺別に遺物の֓要を記載͢

る。

෿ٰ੄౦

　墳丘裾東出土遺物には須恵器はᆀ਎・ᆀ֖౳がみられ、割られたঢ়ଶで出土した。鉄製品には、鉄鏃

がある。 6のԣළは、長さ40DNをӽえる大型品でほ΅ 1個ମ分がࡉかく割られたঢ়ଶで出土した。産

地はෆ明である。 4、 5は平ළで、 4は緑৭をଳびた自然釉がかかって͓り、଻土の೑؟観࡯から尾北

産あるいは美濃須ӴのՄೳੑが考えられるものである。また 5は、同͡く଻土の特௃から尾北産のՄೳ

ੑが考えられるものである。 3は୹ܱᆵである。׊ࠇ৭の自然釉がかかり、࿪みがあり、ম成時にྡの

製品の器นの一部が༊ணしている。産地はෆ明である。 1は、ܘޱの大͖さからޱ޿ᆵ౳の֖と考えら

れる。 2は有୆ᆀで、ఈ部୺֎ଆに౿んுるように高୆がͭくものでఈ部は回సϔラέズリの跡がみら

れ高୆より下にとびでている。

෿ٰ੄๺੢

　墳丘裾北西から出土した遺物は須恵器のᆀ਎・ᆀ֖がほとんどを઎める。これらは、割られたঢ়ଶで

多数出土した。 7～11はかえりがわͣかに࢒るᆀ֖、12～16はかえりのないᆀ֖で、いͣれも࿪みのܹ

しい製品が目ཱͭ。17～19はఈܘがܘޱの 6～ 7割というൺֱ的ఈܘが大͖いശ形をఄ͢ແ୆のᆀで、

17、19のఈ部調整は回సϔラέズリである。଻土౳の特௃から、尾北産のՄೳੑが考えられる。20は平

安時代後半の灰釉陶器の࿸である。

ୈ17ද　出土土器のॏྔ

出土Ґஔ（஫記） 破片資料（LH） 報告書掲載土器（LH） 合ܭ（LH）

墳丘裾東 1.003 7.953 8.956

墳丘裾北西 0.06 2.558 2.618

前庭部 0.605 1.362 1.967

前庭部西 1.233 7.126 8.359

昭和 5年発掘 1.556 1.268 2.824

前庭部東 0.317 0 0.317

石室ೖޱ 0.789 0 0.789

6, 0.0013 0 0.0013

総ॏྔ 25.8313
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લఉ෦ٴͼલఉ෦੢

　前庭部（ਖ਼面ೖޱ及びその྆࿬）の須恵器（ᆀ਎・ᆀ֖・長ܱᆵ・୹ܱᆵ・ᙈ・𤭯・平ළ・高ᆀ・ԣ

ළ）は、͢΂て割られたঢ়ଶで多数出土し׬形のঢ়ଶで出土したものはない。 7世紀後半から 8世紀初

಄と考えられる。

　24～26の有୆ᆀはܘޱが16DNあまりで޿く、器高が 3 DN前後と௿く、ମ部が௚線的に開͖高୆が֎

ଆに౿んுるものである。27～29は前ड़のものよりएׯ器高が高くମ部がややؙみを͓びてཱち上がる。

これらの有୆ᆀとセοτになる21～23のᆀ֖は17ܘޱDNあまりでፏ平なͭまみが෇͖ࡉ部までஸೡな

調整がされているが、ম成ஈ֊で器นが֎൓しม形しているものもある。৭調は஡～׊৭系である。生

産地はෆ明であるが、地ݩ産のՄೳੑもある。図ࣔで͖た長ܱᆵは 4個ମで、このうち36、37はݞがு

ったもの、38、39はൺֱ的ݞがுらͣにؙみをଳびた಑部をఄしている。また、39はݞ部に೾ঢ়文を࣋

ͭ。36はटがۂがるほど࿪みがܹしく、37はম成時にྡの製品の器นの一部がఈ部に༊ணしている。生

うには଱えない製品である。଻土の特௃から尾北産のՄೳੑが考えられるが、࿪みの࢖用品としては׆

ܹしい 2఺の製品にͭいては、本౰にൖೖ品かどうかٙ໰が࢒る。な͓、一部の破片が昭和 5年（1930）

の調査のࡍにݰ室のત道部よりから出土した破片と接合している。33は大型のᙈのޱԑ部で、଻土の৭

はന～灰৭をఄし、ΫリーϜ৭から緑৭をଳびた自然釉がかかっている。଻土の特௃から尾北産のՄೳ

ੑが考えられる。34は、大型の平ළである。଻土の৭は灰৭をఄし、器นにُ྾がೖる౳のएׯの࿪み

がある。産地はෆ明である。30、31は高ᆀである。଻土の特௃から尾北産のՄೳੑが考えられる。32は

𤭯のޱԑ部で、଻土の৭はന৭をఄし、ΫリーϜ৭から஡৭をଳびた自然釉がかかっている。生産地は

尾北産のՄೳੑが考えられる。35はޱ޿ᆵのޱԑ部で、׊ࠇ৭の自然釉がかかっている。଻土の特௃か

ら尾北産のՄೳੑが考えられる。

ͦͷଞ

　前ड़の 3箇所の遺物集中地఺Ҏ֎からも須恵器ྨが出土した。また、昭和 5年（1930）出土で穂高神

社所蔵であった須恵器のうち出土地఺が明֬でないものも、ここでѻう。猿田ࢯの報告によると出土地

఺はほとんどがત道෇ۙで集中して͓り、「破片は多いが、׬形品はͻとͭもなく、෮ݩで͖るものも

গない。灰৭をఄしているもの。緑৭をଳびた釉（自然釉）のかかったもの。׊৭をଳびたもの。ࢳ੾

を有͢るものなどが出土した」との記載がある（猿田1931、1933）。

　今回図ࣔしたものは、ᆀ֖（かえりແし）、ᆀ（ແ୆）、有୆ᆀのܭ 6఺である。40、41のᆀ֖は、ࡉ

部までஸೡな調整がされて͓りๅच形のͭまみが෇͖、҉灰৭をఄ͢ものと஡～׊৭ຯをएׯଳびた৭

調をఄ͢ものがある。৭調、作りとも前庭部及び前庭部西から出土したᆀ֖とࣅる。45はແ୆のᆀで、

ఈ部に調整とࢥわれるےزかの৚線に「Ϩ」ࣈঢ়のϔラ記号が෇くが、࢒念ながらఈ部にܽଛがみられ

全༰はෆ明である。

ᾈ　金属製品

　昭和 5年（1930）の調査では、௚౛がݰ室中央西นࡍから 1本、小ଋ（౛ࢠ）がݰ室中央ややԞより
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東นࡍから 1本（9）、ݰ室中央から۝༵文ڸ൘を͚ͭた鉄地金ಔுりのۻ一式、その他鉄地ۜுりのҍ葉、

௰金具、০金具がݰ室のԞから出土したと報告されている。これら金属製品は、ݱ在穂高神社所蔵とな

っている。な͓、ݰ室ೖޱから出土した௚౛にͭいては、昭和62年（1987） 1 月 1 日の信濃毎日新ฉに

新日鉄が開発した$."（ྖ޿域高଎度ݩૉ分ੳ૷ஔ）ղੳによるݩૉ分ੳ結果が掲載されている。こ

の記事では、௚౛にはνタン化合物がؚ有されていることから、࠭鉄製鉄による௚౛であることがわか

ったとされた。

　馬具では第 3次・第 4次調査で、前庭部及び石室ೖޱから、鉄地金ு製のとめ金具が11఺、鉄製のと

め金具 5఺（うち٭部のみ 2఺）出土している。形ଶはؙみをଳびたּに 2本の଍がͭくものである。

1、12、36は、ҍ葉の破片で主に石室ೖޱ東ଆपลから出土している。36は鉄地金ு製の৺葉形ҍ葉

（一部鉄地ۜு製）の上部の破片である。 2、38は、ඛ型をఄ͢る鉄地ۜு製の০金具である。 6、 7

は、前庭部から出土したもので、ፏ平な円形をఄし上部に࢛֯い޸があいた鉄地金ு製の০金具である。

8、10は前庭部から出土した鉄製の⇓具である。な͓、馬具の分ྨにͭいては坂本美夫ࢯの文ݙをࢀ考

にした（坂本1985）。

　また、鉄鏃の分ྨにͭいては水野敏典ࢯの࿦考をࢀ考にした（水野2013）。֤部の名শにͭいては、

ઌ୺から関
ㆾㆡ

までを鏃਎部、関からฟ
のかづㆌ

ඃまでをܱ部、ฟඃから下の部分をܪ部と͢る。 4は鏃਎部平面形

が三֯形で͝くઙいࢗٯをもͭ。அ面形は平造である。ܱ部は୆形ঢ়の平面形で関は֯関であり、அ面

࢛֯形である。ܪ部は8.5DNを測り、அ面形は࢛֯形となっている。

石製品・૷਎具・ྨۄ　⑶

　猿田文紀ࢯの報告では昭和 5年（1930）の調査ではޯۄは、ώスイ製 4఺（うち 2఺はஸࢠ಄のޯ

ϝϊ΢製、（ۄ 4఺のܭ 8఺が出土している。出土地఺は、ݰ室ೖޱ෇ۙから 1఺、ஸࢠ಄のޯۄをؚ

Ήその他のޯۄ 7఺はݰ室Ԟである（猿田1931、1933）。ۄ؅は、ปۄ製が 1఺で、ݰ室Ԟから出土し

ている。੾ۄࢠは、水থ製が 2఺で、出土地఺は、ͻとͭはݰ室ೖޱ෇ۙから、あとのͻとͭは出土地

఺ෆ明である。Ψラス小ۄは、ࠠࢵ৭をఄ͢るもの 2఺で、ݰ室Ԟからと、ݰ室ೖޱ෇ۙから֤ͻとͭ

ͣͭとなっている。金؀は、金ಔ製中ۭ式のものが 2఺で、ݰ室ೖޱ෇ۙから出土している。これら૷

਎具は、ݱ在、穂高神社所蔵となっている。

　今回の第 3次・第 4次調査では、石室内及び前庭部からのྨۄ・૷਎具の出土はなかった。།一֬ೝ

された૷਎具として、ત道東ଆ墳丘上から水থ製のかんざし形石製品が出土している。

（9）　౛ࢠはܭ 2本出土している。他 1本は破片で出土場所のৄࡉはෆ明。
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7 　調査の総括

⑴　上原古墳の墳丘と石室

　上原古墳第 3次・第 4次発掘調査の結果、この古墳は北ଆから南ଆにுり出した南ࣼ܏のඍ高地、あ

るいは西から東に流下͢る河川の؛ࠨஈ丘をར用して構築された古墳で、墳丘のن໛は東西約13.8̼、

南北約14.5̼であることがわかった。な͓、明֬なपߔは今回の調査では֬ೝで͖なかった。

　石室のೖޱは南ଆの一ஈ௿い場所に設͚、ਅ北方޲に石室を築いている。石室の形ଶはແକで、その

で1.50̼であることがわかڥ室とત道ݰ、໛は、長さが9.20̼、幅はԞน෇ۙで1.26̼、中央で1.42̼ن

った。な͓、ແକではあるがԞนから約 6 Nのଆนにはཱ石があり、ݰ室とત道を区別͢る意ࣝがある

ことがӐえた。

　明科地域をআくࡄ川؛ࠨにある古墳の中で、墳丘長ܘが14̼Ҏ上の古墳をྻڍしてみると、第18表の

と͓り18基となる。そのほとんどが 8̼前後の石室をもͭ古墳になるとࢥわれる。しかし石室長 9̼を

ӽえるものとなると 4基のみであり、数がۃ୺にݮる。そのͻとͭが上原古墳である。

ୈ18ද　墳丘ن໛ͱ石室のؔ܎（٢ాଞฤ2014Λ΋ͱʹ࡞੒）

古墳名（別শ）
墳丘ن໛ 石室ن໛ 石室長

ʗ墳丘長
備　考

長（N） ୹（N） 長（N）

1 " 1 号墳（ྕ塚） 16.00 14.00 8.70 0.54

2 " 7 号墳（県塚） 14.00 ෆ明 8.30 0.59

3 # 1 号墳（ͫいが塚） 36.00 30.00 9.20 0.26 石室長ԆびるՄೳੑあり

4 # 4 号墳 15.20 ෆ明 10.20 0.67

5 # 5 号墳（金堀塚） 15.00 12.00 8.60 0.57

6 #10号墳 18.00 14.80 9.00 0.50

7 #24号墳 14.00 ෆ明 ෆ明 ෆ明

8 #29号墳 14.30 ෆ明 8.15 0.57

9 $ 1 号墳 18.50 11.70 7.20 0.39 石室長ԆびるՄೳੑあり

10 $ 4 号墳 14.20 9.10 ෆ明 ෆ明

11 E 2 号墳（三郎塚） 14.00 ෆ明 ෆ明 ෆ明

12 E 5 号墳 15.00 ෆ明 ෆ明 ෆ明

13 E 6 号墳（ޅ塚 3号） 19.80 16.50 ෆ明 ෆ明

14 E 8 号墳（ޅ塚 2号） 15.00 ෆ明 ෆ明 ෆ明

15 ' 9 号墳（二π塚） 17.00 ෆ明 7.00 0.41

16 G 1 号墳（上原古墳） 14.50 13.80 9.20 0.63

17 ) 1 号墳（ࣖ塚） 15.50 ෆ明 ෆ明 ෆ明

18 ૆෕が塚古墳 16.00 ෆ明 8.14 0.51 松川村
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　次に墳丘の大͖さと石室の長さの関係をみてみたい。ここに͛ڍた古墳では石室長ʗ墳丘長が0.5～

0.6を઎める場合が࠷も多いことがわかる。代表的な古墳としては" 1号墳（ྕ塚）、" 7号墳（県塚）、

# 5号墳（金堀塚）などがあ͛られる。0.5を下回る古墳としては、# 1号墳（ͫいが塚）、$ 1号墳、

' 9 号墳（二π塚）などൺֱ的大͖い古墳があ͛られる。またこれらの古墳は、三木弘ࢯもࢦఠ͢るよ

うに、それぞれの群の中でもඪ高の高い場所にҐஔしている（三木2011）。一方0.6Ҏ上を઎めている古

墳は 2基あり、その一ͭが0.63という数஋をࣔ͢上原古墳である。上原古墳の場合、墳丘裾が石室を構

成͢る石ྻの֎पからൺֱ的ۙいところを८り、墳丘をඞ要࠷小ݶに構築していることを意ຯしている。

このことは、古墳築造のলྗ化とݴえないͩろうか。これにରし、# 1号墳（ͫいが塚）、' 9号墳は、

石室のن໛よりかなり大͖く墳丘を構築していることから、しっかりとした古墳である൓面、࿑ྗも大

มであったこととࢥわれる。このҧいが生͡る原因が時代的なものなのか、古墳のཱ地からくるものな

のかの検討は今後の՝୊としたい。

ᾈ　上原古墳の出土遺物

౔ث

　安曇野市内の古墳のほとんどが౪掘をड͚ているため、遺物もࢄҳしてしまっている。したがってݱ

在はچ町村誌及び研究誌౳の文ݙに掲載されている、資料館、ཱࠃത物館、地ݩの神社、個人が所蔵し

ている一部の遺物ࣸਅや実測図から全ମの༷૬を൑அ͢るしかないঢ়گにある。

　上原古墳出土の土器は故意にࡉかく割られたঢ়ଶで出土していた。出土場所は、ત道と前庭部पลに

室চ面から一ׅ出土しているようなݰ、在的で、墳丘裾北西のςラスঢ়の集石内からも出土して͓りࢄ

ঢ়گはݟられなかった。市内の他の古墳発掘事ྫがগないため、୯७にൺֱ͢ることはで͖ないが、こ

れまで発掘された古墳の土器出土ঢ়گや、資料館や神社౳に所蔵されている資料をみてもこれほどࡉか

く割れている遺物はなく、ҟ࣭な͡ײをう͚る。

　出土した須恵器のほとんどが、生׆用品としては࢖うには଱えないほど࿪んでいる。଻土౳の観࡯か

ら尾北産、美濃須Ӵが主流で、在地産がएࠞ͡ׯっているのではないかと考えられる。たͩし、これほ

ど࿪んでいるものをԕ路はる͹るӡんで͖たことにはෆ自然さを͡ײる。また、有୆ᆀとそのᆀ֖のセ

οτにͭいては、଻土、ম͖৭、器の๏ྔ、整形・調整の特௃౳が͢ࣅࠅるものがෳ数セοτ֬ೝで͖

る。

　次に、昭和 5年（1930）に行われた猿田文紀ࢯの調査のࡍに出土した土器と、今回の第 3次・第 4次

調査で出土した須恵器の特௃と時期にͭいてふれてみたい。出土場所は大͖く分͚て、ત道から前庭部

及びその西ଆ、墳丘裾北西の集石内、墳丘裾東の 3箇所である。

　ત道から前庭部及びその西ଆからは、かえりのফࣦしたᆀ֖と、ఈ部にϔラέズリのࠟが࢒りܘޱが

ᆵ、長ޱ޿、く器高がൺֱ的௿い有୆ᆀのセοτが多くみられる。その他として高ᆀ、𤭯、ᙈ、平ළ޿

ܱᆵなどがある。有୆ᆀとᆀ֖のセοτと、それҎ֎の須恵器の一部には、わͣかな時間ࠩがೝめられ

るものもあるが、同時期にഇغされたとݟてもࠩしࢧえないൣғと考える。

　墳丘裾北西の集石内からは、かえりのある֖とかえりがফࣦした֖がࠞ在して数多く出土している。
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その他ఈ部のൺֱ的޿いശ型のແ୆のᆀが出土している。かえりのあるᆀ֖が出土しているのはこの場

所͚ͩである。かえりのফࣦしたᆀ֖もかえりが࢒るᆀ֖に作りがࣅて͓り、他から出土しているᆀ֖

にくら΂ܘがやや小さいことが特௃である。また、ᆀはແ୆で有୆ᆀは出土していない。Ҏ上の఺から、

ત道から前庭部及びその西ଆの須恵器よりわͣかに古いஈ֊であるといえる。

　墳丘裾東からは、ޱ޿ᆵの֖、ܘޱが޿く器高が௿くϔラέズリのࠟが࢒りఈ部が高୆よりとび出し

ている有୆ᆀ、୹ܱᆵ、平ළ、ԣළが出土している。有୆ᆀとԣළなど、同͡墳丘裾東から出土してい

てもएׯの時間幅があるՄೳੑもある。

　Ҏ上 3箇所から出土した須恵器の特௃からその時期を考͢࡯る。土器が出土したのは、ત道から前庭

部にか͚てと墳丘裾からであり、いͣれもุ前ࡇ᛾に関わる須恵器が主であると考えられる。一方、֬

実にݰ室内からの副葬品としてଊえることので͖る須恵器はօແである。よって、須恵器の時期から、

上原古墳で࠷初に葬ૹが行われた時期をਪ͢࡯ることはෆՄೳである。そのことを࢝めにஅわって͓͖

たい。

　出土している須恵器にͭいていえ͹、墳丘裾北西の集石内から出土しているᆀ֖とແ୆のᆀは 7世紀

中ࠒから後半にか͚てと全ମの中ではわͣかに古く、ત道から前庭部及びその西ଆから出土している有

୆ᆀとᆀ֖のセοτをそれよりएׯ新しい 8世紀初めと考えたい。しかし、同時期に破غされたとして

もܾしてෆ自然ではない時間幅と考える。

　次に、上原古墳出土須恵器と、穂高古墳群"群・#群から出土した須恵器を数多く収蔵している有明

山神社の須恵器とൺֱしてみたい。新しい須恵器の時期はどちらも 8世紀初めまで下るが、穂高古墳群

"群・#群では、古い時期は 6世紀後半まで૎る須恵器も֬ೝで͖る。よって上原古墳墳丘出土の須恵

器は穂高古墳群全ମの中では新しい時期にೖり、ൺֱ的୹い時間幅であることがわかる。

۩ͼ૷਎ٴྨۄ

りのد室ત道ݰ室Ԟとݰ及び૷਎具は出土場所がྨۄ　 2箇所に分かれる。ݰ室Ԟからは、古い༷૬を

ࣔ͢ώスイ製のஸࢠ಄のޯۄ౳をؚΉྨۄが、ݰ室内ત道دりからは 6世紀後半Ҏ߱に੝行͢るとされ

る金ಔ製中ۭ式の金؀ 2఺とྨۄが出土している。よって、この 2箇所は、明らかに時間ࠩがあって副

葬されたものとҐஔ෇͚てもよいと考える。

അ۩ٴͼۚଐ੡඼

　昭和 5年（1930）の調査のࡍに、ݰ室Ԟのやや中央دりから鉄地金ಔு製のՖ形ڸ൘෇۝༵）ۻ文ڸ

൘෇ۻ）が出土している。Ֆหの数は࿡Ֆ、ཱฉは方形のཱฉ޸をもͭ形ଶでࠨӈのݞはやや下がる。

そのपลからは、鉄地金ಔு製の৺葉形ҍ葉片（下部）も出土している。今回の第 4次調査でも、前庭

部पล౳から৺葉形ҍ葉の上部と考えられる破片が出土している。ཱฉがないことから⇓具෇৺葉形ҍ

葉のՄೳੑがあるが、接ଓ部分ははっ͖りしない。また、このҍ葉は保存処理のաఔの調査で鉄地金ு

製（部分的に鉄地ۜு製）との報告をड͚ている。

　Ҏ上、Ֆ形ڸ൘෇ۻと⇓具෇৺葉形ҍ葉の༷૬から総合的に൑அ͢ると馬具及び金属製品の年代は 7
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世紀前半がଥ౰ではないかと考える。な͓、௚౛の出土場所は、金ಔ製中ۭ式金؀の出土場所にۙいݰ

室内のત道دりである。

Ҩ෺ͷग़౔ঢ়گ

　第 3次・第 4次調査で出土した遺物のほとんどは、墳丘上から原Ґஔを保࣋して出土したと൑அされ、

ุ前ࡇ᛾にかかわる遺物と考えられる。しかし、鉄地金ு製とめ金具、水থ࣭のかんざし形石製品౳は、

本དྷ石室内の副葬品であったと考えた方がよい。猿田文紀ࢯの発掘所ݟの中でも「Ҏ前に発掘されたと

。ている（猿田1931、1933）͛ڍわれるٙ໰の఺」として、次のと͓り౪掘のՄೳੑをࢥ

　 1　天井石があまりにࣦࢄし、ೖۙޱくの 1個もॎにམちࠐんでいる事。

　 2　北より1.3N地఺にかなり多く、ଆนに࢖用した大͖さの石が埋まり、しかもఈまで敷いたもの

ではない事。

　 3　Ԟนより3.78N（10）地఺より、ೖޱまでは、ほとんど全部ଆน大の石をもって埋められている事。

　 。われる金属片数఺を発掘している事ࢥ室上部に͓いて、表面より約10DNに馬具の破片とݰ　4

　 5　土器の破片がほとんど׬全にۙいものはなく、同͡箇所から出土したものも器の形に෮ݩで͖な

い事。

　 6　発掘された遺物のほとんどは、ఈ面敷࠭རपลから出土しているが、土器片及び馬具ྨは、ਨ௚

的にも水平的にもかなりࢄཚして出土している事。

　昭和 5年（1930）に行われた猿田文紀ࢯの調査は石室内を中৺としたもので、埋຅していた墳丘部分、

前庭部にͭいてはະ調査である。そのことを౿まえ、今回の調査に͓いて、前庭部及びその西ଆの土器

片と昭和 5年調査時のત道෇ۙから出土した土器片とが一部ではあるが接合した఺、前庭部पลからの

馬具関係の遺物出土ঢ়گ、墳丘裾東からの鉄鏃の出土ঢ়گ、ત道東ଆ墳丘上からの水থ製の石製品の出

土は、猿田ࢯがݴう౪掘をड͚ていたのではないかと͢る考えをิ͢ڧる結果となった。

⑶　上原古墳のҐஔ෇͚

　北安曇郡松川村から安曇野市にか͚て分布͢る古墳群は、主に沢ےに分布͢る古墳後期の群集墳とさ

れ、いくͭかのࢧ群に分ྨされて͖た。その中で、上原古墳は沢ےに分布͢る他の古墳とはҟなる୯ಠ

の古墳というҐஔづ͚となっている。平成11年（1999）の県営担い手育成基盤整備事業穂高西部地区に

伴う第 2次発掘調査のࡍも、୯ಠ墳か群集墳かを調΂るために上原古墳पลに35本のτϨンνを設ఆし、

ະ発ݟの古墳が埋຅していないか調査を実施したが、新たな古墳を発͢ݟることはなかった（穂高町教

委2001a）。一方で、上原古墳の東に「塚田」という小ࣈがあり大石数個が掘り出されたという話や、昭

和20年代に今井沢ӈ؛で೶地整備が行なわれたࡍにも石積みが掘り出されたとの話が࢒っているのも事

実である。次表は、上原古墳にͭいて築造されてからݱ在にࢸるまでのมભである。　

（10）　第21図（猿田1933）では4.78̼となっている。
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　上原古墳の墳丘の埋຅ঢ়گからしても、ۙくにݱ在とはҧうൺֱ的大͖な自然流が߃ৗ的に流れてい

たՄೳੑは高い。第 2次発掘調査の報告書（穂高町教委2001a）では、೶地整備施工区内の開発沢の調

査を実施している。その中には上原古墳の南にはӊ川から分͢ذる自然流である柏原沢と、その柏原沢

からઔঢ়地ઔ୺の開発のために分流したとされる今井沢がある。第 2次発掘調査の報告書では、今井沢

の開発の時期はઔ୺にある集མ遺跡の年代から古墳時代後期まで૎るՄೳੑがあるとしている。もしそ

れが事実であれ͹、今井沢にԊうように数基の古墳が築かれていたՄೳੑもࣺて͖れない。७ਮな自然

流にԊうࢧ群には古い古墳がみられる޲܏があることから、人工的な用水のੑ֨がڧい今井沢にԊうG

群が群集墳であったと͢れ͹、他のࢧ群よりएׯ時代が下るࢧ群となっても͓かしくない。今後、上原

古墳पลでະ発ݟの古墳が数基֬ೝされれ͹、他のࢧ群と同༷に沢ےに分布͢るࢧ群のͻとͭと理ղさ

れるՄೳੑがでてくる。今後の՝୊である。

ୈ19ද　上原古墳のมભ

1 上原古墳の築造 古墳時代後期。

2 上原古墳࠷初の埋葬 室Ԟから出土した馬具౳の時期からはݰ 7世紀前半（ྨۄは఻世か）。

3 上原古墳追葬 ）の時期ྨۄりから出土した金ಔ製中ۭ式金؀とد室ત道ݰ 7世紀前半～中ࠒ）。

4 上原古墳追葬ʁ 墳丘裾北西のุ前ࡇ᛾が追葬に伴うものかෆ明（ 7世紀後半）。

5 上原古墳追葬ʁ 前庭部पลのุ前ࡇ᛾が追葬に伴うものかෆ明（ 8世紀初め）。

6 水ߑ 。水により一部埋຅かߑ

7 再ར用 古墳墳丘北西集石から平安時代灰釉࿸の出土。ઌ૆のุという意ࣝの表れか。

8 水による埋຅ߑ

9 水により͢΂て埋຅ߑ

10 上原古墳पลの開発
上原古墳पลの開発は、文化13年（1816）にरヶԃ開࡟が行なわれたཌ々年Ҏ߱。

用水に༨༟がうまれ、今井沢の水を࢖用で͖るようになってからとݴわれている。

11 天井石のআڈ
石室天井石のআڈ、ۙ世のऴわりからۙ代にか͚て石ౝ用の大石 3個を掘り出͢。

石室へ土࠭流ೖ。

12 土࠭の流ೖ 昭和 5年（1930）調査前後の೶地整備、大石数個出土。さらに石室へ土࠭流ೖ。

13 昭和 5年調査

14 平成14年石室の再調査

15 平成15年墳丘調査

。水により埋຅͢る前後のՄೳੑありߑ、初の౪掘の時期は࠷˞
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෇ද 1　土器ྨ࡯؍ද

No. 種別 器種 出土Ґஔ 存部Ґ࢒
ܘޱ
（DN）

ܱ部ܘ
（DN）

ఈܘ
（DN）

高さ
（DN）

ٕ๏の特௃
備考

֎面 内面 ఈ部

1 須恵器 ֖ 墳丘裾東 ମ部 16.0 － － （6.3）
ϩΫϩφσ
�回సϔラ
੾り

ϩΫϩφσ －

2 須恵器 ᆀ 墳丘裾東 ԑ部～ఈ部ޱ 18.6 － 15.2 4.8 ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ 回సϔラ੾り
࿪みが大͖い、 1～ 3 NNఔ
度のཻ࠭গྔࠞ͡る

3 須恵器
୹ܱ
ᆵ

墳丘裾東
ԑ部～ମ部ޱ
下半

（10.4） 9.5 ෆ明 （13.2）
ϩΫϩφσ
�௜線

ϩΫϩφσ ෆ明

ܱ部、ମ部に 2৚の௜線、ম
成ややෆ良、ޱԑ～ମ上半に
自然釉、ମ部にম成時に෇ண
した他の土器片あり

4 須恵器 平ළ 墳丘裾東
ԑ部～ମ部ޱ
上半、ମ部下
半

（6.2） 4.1 ෆ明 ෆ明
ϩΫϩφσ
�௜線

ϩΫϩφσ ෆ明
ܱ部に 1৚の௜線、接合はし
ないが同一のޱԑとମ部下半

5 須恵器 平ළ 墳丘裾東
ԑ部～ମ部ޱ
下半

8.0 5.3 ෆ明 （17.3） ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ ෆ明

6 須恵器 ԣළ 墳丘裾東 ԑ部～ఈ部ޱ 10.0 10.0 － 27.1
ϩΫϩφσ
�タタΩ

౰具ࠟ�φ
σ

－

7 須恵器 ᆀ֖ 墳丘裾北西 ମ部 13.0 － － 3.1 ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ － ࿪み大

8 須恵器 ᆀ֖ 墳丘裾北西 ମ部 （14.0） － － 3.3 ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ － ࿪みあり、　接合ෆ良

9 須恵器 ᆀ֖ 墳丘裾北西 ମ部 （10.9） － － 2.0 ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ － ࿪み大

10 須恵器 ᆀ֖ 墳丘裾北西 ମ部 （9.8） － － 1.6 ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ －

11 須恵器 ᆀ֖ 墳丘裾北西 ମ部 （10.7） － － （1.2） ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ －

12 須恵器 ᆀ֖ 墳丘裾北西 ମ部 （14.5） － － 2.5 ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ － πϚϛฦり部分ബい

13 須恵器 ᆀ֖ 墳丘裾北西 ମ部 13.0 － － 3.0 ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ －
自然釉、　ޱԑ部片ଆ࿪みあ
り

14 須恵器 ᆀ֖ 墳丘裾北西 ମ部 （12.4） － － （1.9） ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ －
࿪み大、上部にম成時の෇ண
物あり

15 須恵器 ᆀ֖ 墳丘裾北西 ମ部 15.2 － － （1.6） ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ － ࿪みあり、　πϚϛܽଛ

16 須恵器 ᆀ֖ 墳丘裾北西 ମ部 16.8 － － （2.3） ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ － πϚϛܽଛ

17 須恵器 ᆀ 墳丘裾北西 ԑ部～ఈ部ޱ 13.7 － 8.4 3.7 ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ － ࿪み第、ఈ部ްෆۉ一

18 須恵器 ᆀ 墳丘裾北西 ԑ部～ఈ部ޱ 13.2 － 8.8 4.0 ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ ϔラέズリ 成形、ম成ෆ良

19 須恵器 ᆀ 墳丘裾北西 ԑ部～ఈ部ޱ 14.2 － 10.0 3.8
ϩΫϩφσ
�௜線

ϩΫϩφσ 回సϔラέズリ ࿪みあり、ఈ部ްෆۉ一

20 灰釉陶器 ࿸ 墳丘裾北西 ԑ部～ఈ部ޱ 15.0 － 7.8 6.0 ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ 回సࢳ੾り

21 須恵器 ᆀ֖ 前庭部西 ମ部 17.2 － － 2.4 ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ －
࿪みあり、πϚϛҐஔ中৺よ
りズϨ

22 須恵器 ᆀ֖ 前庭部西 ମ部 17.1 － － 2.7 ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ －

23 須恵器 ᆀ֖ 前庭部西 ମ部 17.2 － － 2.7 ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ － ࿪みあり
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No. 種別 器種 出土Ґஔ 存部Ґ࢒
ܘޱ
（DN）

ܱ部ܘ
（DN）

ఈܘ
（DN）

高さ
（DN）

ٕ๏の特௃
備考

֎面 内面 ఈ部

24 須恵器 ᆀ 前庭部西 ԑ部～ఈ部ޱ 16.0 － 11.2 3.1 ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ 回సϔラ੾り

25 須恵器 ᆀ 前庭部西 ԑ部～ఈ部ޱ 16.4 － 11.0 2.8 ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ 回సϔラ੾り

26 須恵器 ᆀ 前庭部西 ԑ部～ఈ部ޱ 16.4 － 11.3 3.1 ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ 回సϔラέズリ

27 須恵器 ᆀ 前庭部西 ԑ部～ఈ部ޱ 14.0 － 10.8 3.5 ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ 回సϔラ੾り
࿪みあり、内面ϩΫϩ目にࢦ
あとԜみあり

28 須恵器 ᆀ 前庭部西 ԑ部～ఈ部ޱ 15.0 － 10.4 4.5 ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ ෆ明

29 須恵器 ᆀ 前庭部西 ԑ部～ఈ部ޱ ෆ明 － 11.2 （4.0） ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ ෆ明

30 須恵器 高ᆀ 前庭部西
ମ部上半～ఈ
部

ෆ明 － － （1.7） ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ －

31 須恵器 高ᆀ 前庭部西 部٭～ԑ部ޱ 15.3 2.9 10.2 12.1 ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ －

32 須恵器 𤭯 前庭部西 ԑ部ޱ 10.2 ෆ明 ෆ明 （2.6） ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ ෆ明
内面に೪土ཻが෇ண、࿪みが
小さい

33 須恵器 ᙈ 前庭部西
ԑ部～ମ部ޱ
上半

27.0 19.2 ෆ明 （10.0）
ϩΫϩφσ
�タ タ Ω�
೾ঢ়文

ϩΫϩφσ ෆ明 自然釉で緑がかっている

34 須恵器 平ළ 前庭部西
ମ部上半～ମ
部下半

ෆ明 ෆ明 12.8 （11.9） ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ 回సϔラ੾り

35 須恵器
ޱ޿
ᆵ

前庭部西 ԑ部～ܱ部ޱ 17.0 9.2 ෆ明 （8.5） ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ ෆ明

36 須恵器
長ܱ
ᆵ

前庭部西
ԑ部～ମ部ޱ
下半

9.4 4.4 ෆ明 （21.9）
ϩΫϩφσ
�タタΩʴ
௜線

ϩΫϩφσ
�し΅りࠟ

ෆ明 ܱ部に 2৚の௜線

37 須恵器
長ܱ
ᆵ

前庭部西 ԑ部～ఈ部ޱ （10.7） 5.5 11.2 27.5
ϩΫϩφσ
�௜線

ϩΫϩφσ
�し΅りࠟ

回సϔラ੾り
ఈ部にম成時に෇ணした土器
片あり、ܱ部に 2৚の௜線

38 須恵器
長ܱ
ᆵ

前庭部西
ମ部上半～ମ
部下半

ෆ明 ෆ明 ෆ明 （10.8）
ϩΫϩφσ
�௜線

ϩΫϩφσ ෆ明

39 須恵器
長ܱ
ᆵ

前庭部
ମ部上半～ମ
部下半

ෆ明 ෆ明 ෆ明 （14.0）
ϩΫϩφσ
�೾ ঢ় 文�
௜線

ϩΫϩφσ ෆ明

40 須恵器 ᆀ֖ その他 ମ部 15.1 － － 3.1 ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ －
内面になでた（ԡさえた）よ
うなあとあり

41 須恵器 ᆀ֖ その他 ମ部 17.1 － － 4.2 ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ －

42 須恵器 ᆀ֖ その他 ମ部 （15.1） － － （2.6） ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ －

43 須恵器 ᆀ֖ その他 ମ部 17.8 － － （2.1） ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ －

44 須恵器 ᆀ その他 ԑ部～ఈ部ޱ 12.2 － 4.0 3.8 ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ 回సϔラ੾り ఈ部にম成時෇ணմあり

45 須恵器 ᆀ その他 ԑ部～ఈ部ޱ 15.7 － 5.7 3.8 ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ ෆ明 ఈ部に「Ϩ」のࣈ

46 須恵器 ᆀ その他 ԑ部～ఈ部ޱ 16.4 － 12.2 4.0 ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ 回సϔラέズリ
1～ 4 NNఔ度のཻ࠭がগྔ
ࠞ͡る、࿪みあり
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෇ද 2　金属製品࡯؍ද

No. 名শ 出土Ґஔ ࣭ࡐ
長さ
（DN）

幅
（DN）

ްさ
（DN）

ॏさ
（H）

備考

1 ෆ明 東地区No.3 鉄・ۜ 1.77 1.38 0.38 1.0 鉄地ۜுり、ҍ葉の一部か

2 馬具 東地区No.12 鉄・ۜ 3.25 2.55 0.65 6.2 鉄地ۜுり、০金具か

3 馬具 東地区No.23 鉄 3.60 1.82 0.63 3.1

4 鉄鏃 東ଆ෪石内 鉄 14.37 3.64 1.19 31.3

5 馬具 北西土器集中区内 鉄 4.31 2.70 0.76 10.4

6 馬具 前庭部No.1 鉄・金 2.87 2.86 1.79 4.6 鉄地金ுり

7 馬具 前庭部No.1 鉄・金 2.93 2.90 0.53 2.8 鉄地金ுり

8 馬具（⇓具） 前庭部No.1 鉄 7.03 5.03 1.45 41.5

9 とめ金具 前庭部No.2 鉄・金 1.53 1.31 1.94 1.5 鉄地金ுり

10 馬具（⇓具） 前庭部No.2 鉄 13.38 5.00 1.32 51.5

11 馬具 前庭部ೖޱ東ଆ 鉄 4.67 2.87 0.51 4.8

12 馬具 前庭部ೖޱ東ଆ 鉄 3.60 1.94 0.39 2.8 ҍ葉の一部か

13 ෆ明 前庭部西No.4 鉄 7.39 2.62 1.13 7.6

14 とめ金具 石室ೖޱ 鉄・金 1.42 1.33 2.12 1.6 鉄地金ுり

15 とめ金具 石室ೖޱ 鉄・金 1.45 1.41 1.79 1.7 鉄地金ுり

16 とめ金具 石室ೖޱ 鉄・金 1.54 1.29 1.59 1.7 鉄地金ுり

17 とめ金具 石室ೖޱ 鉄・金 1.50 1.43 1.95 1.7 鉄地金ுり

18 とめ金具 石室ೖޱ 鉄・金 1.47 1.41 2.06 1.8 鉄地金ுり

19 とめ金具 石室ೖޱ 鉄・金 1.45 1.36 2.03 1.7 鉄地金ுり

20 とめ金具 石室ೖޱ 鉄・金 1.50 1.30 2.33 1.5 鉄地金ுり

21 とめ金具 石室ೖޱ 鉄・金 1.45 1.32 1.26 0.9 鉄地金ுり

22 とめ金具 石室ೖޱ 鉄 1.40 1.33 1.61 1.1

23 とめ金具 石室ೖޱ 鉄・金 1.54 1.36 1.11 1.4 鉄地金ுり

24 とめ金具 石室ೖޱ 鉄・金 1.45 1.27 2.42 1.5 鉄地金ுり

25 とめ金具 石室ೖޱ 鉄 1.45 1.33 0.90 1.3

26 とめ金具 石室ೖޱ 鉄 1.47 1.34 1.35 1.0

27 とめ金具 石室ೖޱ 鉄 2.51 0.35 0.78 0.5 部のみ٭

28 とめ金具 石室ೖޱ 鉄 1.73 0.23 0.15 0.1 部のみ٭

29 ෆ明 石室ೖޱ 鉄 1.91 0.39 0.98 1.2

30 ෆ明 石室ೖޱ 鉄 1.46 0.87 0.59 0.5

31 ෆ明 石室ೖޱ 鉄 1.10 0.66 0.30 0.2

32 馬具 ೖޱ西τϨンνपߔ内 鉄 4.15 3.47 0.53 10.0

33 ෆ明 ೖޱ西τϨンνपߔ内 鉄 4.04 2.62 0.37 4.7

34 ෆ明 ೖޱ西τϨンνपߔ内 鉄 2.28 1.60 0.25 0.9

35 ෆ明 ೖޱ西τϨンνपߔ内 鉄 2.02 1.05 0.34 0.6

36 馬具 ෆ明 鉄・金・ۜ 6.56 3.09 0.69 9.3
鉄地金ுり、鉄地ۜுり、
ҍ葉の一部か

37 ෆ明 ෆ明 鉄 5.69 1.00 0.75 4.2 ఝか

38 馬具 ෆ明 鉄・ۜ 3.07 2.81 0.74 3.2 鉄地ۜுり、০金具か
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෇ද 3　石製品࡯؍ද

No. 名শ 出土Ґஔ
大長࠷
（DN）

大幅࠷
（DN）

ॏさ
（H）

備考

1 石製品 ત道東墳丘上 8.1 0.7 3.1
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上原古墳トレンチセクション図
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石室実測図
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墳丘裾北西出土土器
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前庭部西出土土器 3ほか
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写真図版 1

1 　石室（南から）



写真図版 2

2 　石室（南から）

3　石室（西から）



写真図版 3

4 　上原古墳の南50mの地層

8　前庭部西遺物出土状況

5　T 2 調査状況（南から）

9　前庭部西遺物出土状況

6　T 2 西壁堆積状況

10　前庭部西遺物出土状況

7　T 5 東壁堆積状況

11　前庭部西遺物出土状況



写真図版 4

12　墳丘裾北西遺物出土状況

16　石室埋戻し状況

13　墳丘裾北西遺物出土状況

17　石室埋戻し状況

14　墳丘裾東遺物出土状況

18　墳丘整備完了

15　前庭部西遺物出土状況

19　昭和 5年調査出土遺物（穂高神社所蔵）
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前庭部西出土土器 2
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前庭部西出土土器 3ほか
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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

穂高古墳群
G 1号墳 古墳 古墳時代 円墳 1 須恵器、灰釉陶器、金属器

古墳時代後期の円墳 1基を調
査、前庭部や墳丘から遺物が
出土。

要　約

　上原古墳第 3次・第 4次発掘調査は、上原古墳の保存整備と墳丘及び石室の実測図作成を目的として
実施された。この調査の結果、石室内からの出土遺物はなかったが、墳丘裾北西、前庭部及び前庭部西、
墳丘裾東の 3箇所から故意に割られたと考えられる土器破片がまとまって出土した。これらの土器片に
は昭和 5年（1930）に実施された第 1次調査出土土器と接合したものもある。また、第 3次・第 4次調
査で出土した金属製品の保存処理を実施し、処理後の遺物も本書に掲載した。これらの出土遺物の検討
から、上原古墳は 7世紀前半に築造され、 8世紀初めまで数回の追葬が行われたと考えられる。
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